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○
総
務
省
令
第
八
十
一
号

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五

年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
三
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

地
方
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

地
方
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
総
理
府
令
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
の
表

中
「
・
寄
附
金
控
除
」
を
削
る
。

第
二
条
の
三
第
二
項
第
二
号
中
「
及
び
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
以
外
」
を
「
以
外
（
法
第
三
百
二
十
一
条
の
三
第
四
項
に

規
定
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
給
与
所
得
及
び
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
以
外
）
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
扶
養
親
族
」

を
「
控
除
対
象
扶
養
親
族
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

扶
養
親
族
（
控
除
対
象
扶
養
親
族
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
氏
名
、
申
告
者
と
の
続
柄
及
び
生
年

月
日
並
び
に
申
告
者
と
別
居
し
て
い
る
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
、
当
該
扶
養
親
族
の
住
所
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第
二
条
の
三
の
二
を
第
二
条
の
三
の
八
と
し
、
第
二
条
の
三
の
次
に
次
の
六
条
を
加
え
る
。

（
給
与
所
得
者
の
扶
養
親
族
申
告
書
の
提
出
方
法
）

第
二
条
の
三
の
二

所
得
税
法
第
百
九
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
給
与
所
得
者
」
と
い
う
。
）
が
法
第
四
十
五
条
の
三
の
二
第
一
項
及
び
第
三
百
十
七
条
の

三
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
申
告
書
（
以
下
こ
の
条
、
次
条
及
び
第
二
条
の
三
の
四
に
お
い

て
「
給
与
所
得
者
の
扶
養
親
族
申
告
書
」
と
い
う
。
）
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
所
得
税
法
第
百
九
十
四
条
第
一
項
の
申
告

書
と
併
せ
て
法
第
四
十
五
条
の
三
の
二
第
一
項
及
び
第
三
百
十
七
条
の
三
の
二
第
一
項
の
給
与
支
払
者
（
次
項
に
お
い
て
「

給
与
支
払
者
」
と
い
う
。
）
を
経
由
し
て
、
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
四
十
五
条
の
三
の
二
第
三
項
及
び
第
三
百
十
七
条
の
三
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
市

町
村
長
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
給
与
所
得
者
の
扶
養
親
族
申
告
書
は
、
そ
の
提
出
の
際
に
経
由
す
べ
き
給
与
支

払
者
が
、
そ
の
提
出
期
限
の
属
す
る
年
の
翌
年
一
月
十
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
七
年
間
保
管
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し

、
当
該
市
町
村
長
が
給
与
支
払
者
に
対
し
、
給
与
所
得
者
の
扶
養
親
族
申
告
書
の
提
出
を
求
め
た
と
き
は
、
当
該
給
与
支
払

者
は
当
該
給
与
所
得
者
の
扶
養
親
族
申
告
書
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
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３

法
第
四
十
五
条
の
三
の
二
第
一
項
及
び
第
三
百
十
七
条
の
三
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
給
与
所
得
者
の
扶
養
親
族
申
告

書
に
記
載
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
扶
養
親
族
の
氏
名
に
つ
い
て
は
、
控
除
対
象
扶
養
親
族
以
外
の
扶
養
親
族
の
氏
名
に
限

る
も
の
と
す
る
。

４

前
三
項
の
規
定
は
、
法
第
四
十
五
条
の
三
の
二
第
二
項
及
び
第
三
百
十
七
条
の
三
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
（

次
条
及
び
第
二
条
の
三
の
四
に
お
い
て
「
給
与
所
得
者
の
扶
養
親
族
異
動
申
告
書
」
と
い
う
。
）
の
提
出
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
第
百
九
十
四
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
四
条
第
二
項
」
と
、
「
第
四

十
五
条
の
三
の
二
第
一
項
及
び
第
三
百
十
七
条
の
三
の
二
第
一
項
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
五
条
の
三
の
二
第
二
項

及
び
第
三
百
十
七
条
の
三
の
二
第
二
項
の
規
定
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
給
与
所
得
者
の
扶
養
親
族
申
告
書
等
の
記
載
事
項
）

第
二
条
の
三
の
三

法
第
四
十
五
条
の
三
の
二
第
一
項
第
三
号
及
び
第
三
百
十
七
条
の
三
の
二
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
総

務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

給
与
所
得
者
の
扶
養
親
族
申
告
書
を
提
出
す
る
者
（
次
号
に
お
い
て
「
申
告
者
」
と
い
う
。
）
の
氏
名
及
び
住
所

二

扶
養
親
族
（
控
除
対
象
扶
養
親
族
を
除
く
。
）
の
住
所
及
び
申
告
者
と
の
続
柄
並
び
に
そ
の
合
計
所
得
金
額
の
見
積
額
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三

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

２

法
第
四
十
五
条
の
三
の
二
第
二
項
及
び
第
三
百
十
七
条
の
三
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次

に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

給
与
所
得
者
の
扶
養
親
族
異
動
申
告
書
を
提
出
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所

二

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
給
与
所
得
者
の
扶
養
親
族
申
告
書
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
方
法
等
）

第
二
条
の
三
の
四

給
与
所
得
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
の
所
得
税
法
第
百
九
十
八

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
と
併
せ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

給
与
所
得
者
が
給
与
所
得
者
の
扶
養
親
族
申
告
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
法
第
四
十
五
条
の
三
の
二
第
四
項
及
び
第
三

百
十
七
条
の
三
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
電
磁
的
方
法
に
よ
り
提
供
す
る
場
合

所
得
税
法
第
百
九
十
四
条
第
一
項
の

申
告
書
に
記
載
す
べ
き
事
項

二

所
得
税
法
第
百
九
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
給
与
所
得

者
が
給
与
所
得
者
の
扶
養
親
族
異
動
申
告
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
法
第
四
十
五
条
の
三
の
二
第
四
項
及
び
第
三
百
十
七
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条
の
三
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
電
磁
的
方
法
に
よ
り
提
供
す
る
場
合

所
得
税
法
第
百
九
十
四
条
第
二
項
の
申
告
書

に
記
載
す
べ
き
事
項

２

法
第
四
十
五
条
の
三
の
二
第
四
項
及
び
第
三
百
十
七
条
の
三
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
所

得
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
大
蔵
省
令
第
十
一
号
）
第
七
十
六
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
と
す
る
。

（
公
的
年
金
等
受
給
者
の
扶
養
親
族
申
告
書
の
提
出
方
法
）

第
二
条
の
三
の
五

所
得
税
法
第
二
百
三
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
者
が
法
第
四
十
五
条
の
三
の
三
第
一
項
及
び
第
三
百
十
七
条
の
三
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
（
以
下
こ
の
条

及
び
次
条
に
お
い
て
「
公
的
年
金
等
受
給
者
の
扶
養
親
族
申
告
書
」
と
い
う
。
）
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
所
得
税
法
第
二

百
三
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
と
併
せ
て
法
第
四
十
五
条
の
三
の
三
第
一
項
及
び
第
三
百
十
七
条
の
三
の
三
第

一
項
の
公
的
年
金
等
支
払
者
（
次
項
に
お
い
て
「
公
的
年
金
等
支
払
者
」
と
い
う
。
）
を
経
由
し
て
、
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

法
第
四
十
五
条
の
三
の
三
第
三
項
及
び
第
三
百
十
七
条
の
三
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
市

町
村
長
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
公
的
年
金
等
受
給
者
の
扶
養
親
族
申
告
書
は
、
そ
の
提
出
の
際
に
経
由
す
べ
き
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公
的
年
金
等
支
払
者
が
、
そ
の
提
出
期
限
の
属
す
る
年
の
翌
年
一
月
十
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
七
年
間
保
管
す
る
も
の
と

す
る
。
た
だ
し
、
当
該
市
町
村
長
が
公
的
年
金
等
支
払
者
に
対
し
、
公
的
年
金
等
受
給
者
の
扶
養
親
族
申
告
書
の
提
出
を
求

め
た
と
き
は
、
当
該
公
的
年
金
等
支
払
者
は
当
該
公
的
年
金
等
受
給
者
の
扶
養
親
族
申
告
書
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

３

法
第
四
十
五
条
の
三
の
三
第
一
項
及
び
第
三
百
十
七
条
の
三
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
的
年
金
等
受
給
者
の
扶
養
親

族
申
告
書
に
記
載
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
扶
養
親
族
の
氏
名
に
つ
い
て
は
、
控
除
対
象
扶
養
親
族
以
外
の
扶
養
親
族
の
氏

名
に
限
る
も
の
と
す
る
。

（
公
的
年
金
等
受
給
者
の
扶
養
親
族
申
告
書
の
記
載
事
項
）

第
二
条
の
三
の
六

法
第
四
十
五
条
の
三
の
三
第
一
項
第
三
号
及
び
第
三
百
十
七
条
の
三
の
三
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
総

務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

公
的
年
金
等
受
給
者
の
扶
養
親
族
申
告
書
を
提
出
す
る
者
（
次
号
に
お
い
て
「
申
告
者
」
と
い
う
。
）
の
氏
名
及
び
住

所
二

扶
養
親
族
（
控
除
対
象
扶
養
親
族
を
除
く
。
）
の
住
所
及
び
申
告
者
と
の
続
柄
並
び
に
そ
の
合
計
所
得
金
額
の
見
積
額

三

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
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（
公
的
年
金
等
受
給
者
の
扶
養
親
族
申
告
書
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
方
法
）

第
二
条
の
三
の
七

法
第
四
十
五
条
の
三
の
三
第
四
項
及
び
第
三
百
十
七
条
の
三
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
電
磁
的
方
法
に

よ
る
提
供
は
、
所
得
税
法
第
二
百
三
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
の
同
法
第
百
九
十
八
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
と
併
せ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条
第
一
項
の
表

及
び

を
削
り
、
同
表

を
同
表

と
し
、
同
表

を
同
表

と
し
、
同
表

を
同
表

と
し
、
同

















表

を
同
表

と
す
る
。





第
五
条
第
一
項
の
表

及
び

を
削
り
、
同
表

を
同
表

と
す
る
。









第
十
条
第
一
項
の
表

及
び

を
削
り
、
同
表

を
同
表

と
し
、
同
表

を
同
表

と
す
る
。













第
十
条
の
二
第
一
項
の
表

及
び

を
削
り
、
同
表

を
同
表

と
し
、
同
表

を
同
表

と
し
、
同
表

を
同
表

と
す

















る
。附

則
第
七
条
の
二
中
第
十
三
項
を
第
二
項
と
す
る
。

第
五
号
の
四
様
式
の
表
面
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
紙

第
五
号
の
四
様
式

挿
入
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所
得

金
額

法
人

税
の

明
細

書
別

表
４

の
又

は
個

別
所

得
金

額
法

人
税

の
明

細
書

第
六
号
様
式
の
表
中
「

（

（

）

（3
1

）
）

（

（

）

（4
2

）
）
」
を
「

（

（

）

（3
5

）
）

（

別
表

４
の

２
付

表
の

所
得

金
額

法
人

税
の

明
細

書
別

表
４

の
又

は
個

別
所

得
金

額

（

）

（4
4

）
）
」
に
、
「

（

（

）

（

法
人

税
の

明
細

書
別

表
４

の
２

付
表

の
法

人
税

の
所

得
金

額
法

人
税

の
明

細
書

別
表

４
の

又
は

個
別

所
得

金
額

法
人

税
の

明
細

書
別

表
４

の
２

付
表

の
法

人
税

の
所

得
金

額
法

人
税

3
9

）
）

（

（

）

（4
7

）
）
」
を
「

（

（

）

（4
4

）
）

（

（

）

（5
0

）
）
」
に
、
「

の
明

細
書

別
表

４
の

又
は

個
別

所
得

金
額

法
人

税
の

明
細

書
別

表
４

の
２

付
表

の

別
紙
①

挿
入
」
を
「
別
紙
②

挿
入
」
に
、
「
別
紙
③

挿
入
」
を
「
別
紙
④

挿
入
」
に
改
め
、
同
様
式
記
載
要
領
８
中

「

1
2

」
を
「

1
2

」
に
改
め
、
同
様
式
記
載
要
領

中
「
（

）

（3
1

）

第
２

条
第

号
の

７
の

５
第

２
条

第
号

の
７

の
７

別
表

４
の

15

」
を
「
（

）

（3
5

）
」
に
、
「
（

）

（4
2

）
」
を
「
（

）

（4
4

）
」
に
、

別
表

４
の

別
表

４
の

２
付

表
の

別
表

４
の

２
付

表
の

第
条

の
９

第
３

項
第

条
の

９
第

４
項

仮
計

仮
計

分
割

前
事

業
年

度

「

8
1

」
を
「

8
1

」
に
、
「

（4
2

）
」
を
「

（4
4

）
」
に
、
「

（8

）
」
を
「

（9

）
」
に
改
め

等
の

欠
損

金
の

損
金

算
入

額
被

合
併

法
人

等
の

最
終

の
事

業
年

度
等

の
欠

損
金

の
損

金
算

入
額

、
同
様
式
記
載
要
領

中
「

5
3

2
5

」
を
「

5
3

2
0

」
に
改
め
、
同
様
式
記
載
要
領

中
「

5
3

4
6

」

第
条

第
項

第
条

第
項

第
条

第
項

17

18

を
「

5
3

4
1

」
に
改
め
る
。

第
条

第
項

第
六
号
様
式
別
表
一
記
載
要
領
５
中
「

5
3

1
1

」
を
「

5
3

」
に
改
め
、
同
様

第
条

第
６

項
又

は
第

項
第

条
第

５
項

又
は

第
９

項
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式
別
表
一
記
載
要
領
６
中
「

5
3

1
5

1
9

」
を
「

5
3

1
2

1
5

」
に
改
め
る
。

第
条

第
項

又
は

第
項

第
条

第
項

又
は

第
項

第
六
号
様
式
別
表
二
記
載
要
領
１
中
「

5
3

」
を
「

5
3

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
二
記
載
要
領
２
中

第
条

第
６

項
第

条
第

５
項

「

5
3

」
を
「

5
3

」
に
、
「

1
2

」
を
「

1
2

」

第
条

第
７

項
各

号
第

条
第

６
項

各
号

第
２

条
第

号
の

７
の

５
第

２
条

第
号

の
７

の
７

第
条

第
７

項
第

１
号

第
条

第
６

項
第

１
号

第
条

第
７

項
第

２
号

第
条

第
６

項
第

２

に
、
「

5
3

」
を
「

5
3

」
に
、
「

5
3

」
を
「

5
3

号
第

条
第

８
項

第
条

第
７

項
適

格
合

併
等

同
項

に
規

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
二
記
載
要
領
３
中
「

5
3

」
を
「

5
3

」
に
、
「

（

定
す

る
適

格
合

併
等

を
い

う
に

係
る

被
合

併
法

人
等

同
項

に
規

定
す

る
被

合
併

法
人

等
を

い
う

被
合

併
法

）

（

）
」
を
「

。
。

（

）
」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

人
等

同
項

に
規

定
す

る
被

合
併

法
人

等
を

い
う

同
条

第
７

項
同

条
第

６
項

。

第
六
号
様
式
別
表
二
の
二
記
載
要
領
１
中
「

5
3

1
1

」
を
「

5
3

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
二
の
二
記
載

第
条

第
項

第
条

第
９

項

第
条

第
項

第
条

第
項

適
格

合
併

等
同

条
第

８
項

に
規

定
す

る
適

格
合

併
等

を
い

う

要
領
２
中
「

5
3

1
2

」
を
「

5
3

1
0

」
に
、
「

（

に
係

る
被

合
併

法
人

等
同

条
第

８
項

に
規

定
す

る
被

合
併

法
人

等
を

い
う

被
合

併
法

人
等

同
項

に
規

定

）

（

）
」
を
「

（

。
。

）
」
に
、
「

1
2

」
を
「

」
に
改
め
る
。

す
る

被
合

併
法

人
等

を
い

う
同

条
第

項
同

項
。

第
条

第
項

第
条

第
項

同
条

第
項

同
条

第

第
六
号
様
式
別
表
二
の
三
記
載
要
領
１
中
「

5
3

1
5

」
を
「

5
3

1
2

」
に
、
「

1
9

」
を
「

1
5

」
に
、
「

1
5

1
9

」
を
「

1
2

1
5

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
二
の
三
記
載

項
同

条
第

項
若

し
く

は
第

項
同

条
第

項
若

し
く

は
第

項
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第
条

第
項

第
条

第
項

適
格

合
併

等
同

条
第

８
項

に
規

定
す

る
適

格
合

併
等

を
い

う
要
領
３
中
「

5
3

1
6

」
を
「

5
3

1
3

」
に
、
「

（

以
下

こ
の

記
載

要
領

に
お

い
て

同
じ

に
係

る
被

合
併

法
人

等
同

条
第

８
項

に
規

定
す

る
被

合
併

法
人

等
を

い
う

以

）

（

。
。

。

下
こ

の
記

載
要

領
に

お
い

て
同

じ
被

合
併

法
人

等
同

項
に

規
定

す
る

被
合

併
法

人
等

を
い

う
以

下
こ

の
記

載

）
」
を
「

（

。
。

要
領

に
お

い
て

同
じ

同
条

第
項

同
項

第
条

第
）
」
に
、
「

1
6

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
二
の
三
記
載
要
領
４
中
「

5
3

。

2
0

」
を
「

5
3

1
6

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

項
第

条
第

項
適

格
合

併
等

に
係

る
被

合
併

法
人

等
被

合
併

法
人

等

第
六
号
様
式
別
表
三
記
載
要
領
１
中
「

5
3

2
9

」
を
「

5
3

2
4

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
三
記
載
要
領
４

第
条

第
項

第
条

第
項

(1)

被
現

物
出

資
法

人
若

し
く

は
被

現
物

出
資

法
人

被
事

後
設

立
法

人
同

条
第

号
の

６
の

２
に

規
定

中
「

」
を
「

」
に
、
「

（

1
2

、

す
る

被
事

後
設

立
法

人
を

い
う

被
事

後
設

立
法

人
所

得
税

法
等

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

平
成

年
法

律
第

）
」
を
「

（

（

2
2

。

６
号

第
２

条
の

規
定

に
よ

る
改

正
前

の
法

人
税

法
以

下
こ

の
記

載
要

領
に

お
い

て
平

成
年

旧
法

人
税

法
と

い
う

）

（

「

2
2

」

。

第
２

条
第

号
の

６
の

２
に

規
定

す
る

被
事

後
設

立
法

人
を

い
う

適
格

組
織

再
編

成
政

令
第

９
条

の
７

第

）

1
2

）
」
に
、
「

（

。

６
項

に
規

定
す

る
適

格
組

織
再

編
成

を
い

う
以

下
こ

の
記

載
要

領
に

お
い

て
同

じ
を

行
っ

た
適

格
合

併
等

適

）

」
を
「

（

。
。

格
合

併
法

人
税

法
第

２
条

第
号

の
８

に
規

定
す

る
適

格
合

併
を

い
う

適
格

分
割

同
条

第
号

の
に

規
定

す
る

（

1
2

）

（

1
2

1
1

。
、

適
格

分
割

を
い

う
以

下
こ

の
記

載
要

領
に

お
い

て
同

じ
若

し
く

は
適

格
現

物
出

資
同

条
第

号
の

に
規

定
す

る
適

）

（

1
2

1
4

。
。
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）

（

2
2

1
2

格
現

物
出

資
を

い
う

以
下

こ
の

記
載

要
領

に
お

い
て

同
じ

又
は

適
格

事
後

設
立

平
成

年
旧

法
人

税
法

第
２

条
第

。
。

号
の

に
規

定
す

る
適

格
事

後
設

立
を

い
う

以
下

こ
の

記
載

要
領

に
お

い
て

同
じ

を
い

う
以

下
こ

の
記

載
要

領
に

お
1
5

）

。
。

。

）

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
三
記
載
要
領
４

中

い
て

同
じ

が
行

わ
れ

た
適

格
組

織
再

編
成

適
格

合
併

等
。

(2)

現
物

出
資

法
人

若
し

く
は

現
物

出
資

法
人

事
後

設
立

法
人

同
条

第
号

の
６

に
規

定
す

る
事

後
設

立

「

」
を
「

」
に
、
「

（

1
2

、

法
人

を
い

う
事

後
設

立
法

人
平

成
年

旧
法

人
税

法
第

２
条

第
号

の
６

に
規

定
す

る
事

後
設

立
法

人
を

い
う

）
」
を
「

（

2
2

1
2

。

適
格

分
割

同
条

第
号

の
に

規
定

す
る

適
格

分
割

を
い

う
適

格
現

物
出

資
同

条
第

号
の

に

）
」
に
、
「

（

1
2

1
1

）

（

1
2

1
4

。
。

、

規
定

す
る

適
格

現
物

出
資

を
い

う
又

は
適

格
事

後
設

立
同

条
第

号
の

に
規

定
す

る
適

格
事

後
設

立
を

い
う

を

）

（

1
2

1
5

）

。
。

い
う

適
格

分
割

若
し

く
は

適
格

現
物

出
資

又
は

適
格

事
後

設
立

を
い

う
を

行
っ

た
が

行
わ

れ
た

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

。
。

」
に
改
め
る
。

第
六
号
様
式
別
表
三
の
二
記
載
要
領
１
中
「

5
3

2
9

」
を
「

5
3

2
4

」
に
、
「

3
2
1

2
9

」
を

第
条

第
項

第
条

第
項

第
条

の
８

第
項

第
条

の
８

第
項

被
現

物
出

資
法

人
若

し
く

は
被

現

「

3
2
1

2
4

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
三
の
二
記
載
要
領
５

中
「

」
を
「

(1)

、

物
出

資
法

人
被

事
後

設
立

法
人

同
条

第
号

の
６

の
２

に
規

定
す

る
被

事
後

設
立

法
人

を
い

う
被

事

」
に
、
「

（

1
2

）
」
を
「

。

後
設

立
法

人
所

得
税

法
等

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

平
成

年
法

律
第

６
号

第
２

条
の

規
定

に
よ

る
改

正
前

の
法

人
税

（

（

2
2

）
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法
以

下
こ

の
記

載
要

領
に

お
い

て
平

成
年

旧
法

人
税

法
と

い
う

第
２

条
第

号
の

６
の

２
に

規
定

す
る

被
事

後
（

「

2
2

」

）

1
2

。

設
立

法
人

を
い

う
適

格
組

織
再

編
成

政
令

第
９

条
の

７
第

６
項

に
規

定
す

る
適

格
組

織
再

編
成

を
い

う
以

）
」
に
、
「

（

。
。

下
こ

の
記

載
要

領
に

お
い

て
同

じ
を

行
っ

た
適

格
合

併
等

適
格

合
併

法
人

税
法

第
２

条
第

号
の

８
に

規
定

）

」
を
「

（

（

1
2

。

す
る

適
格

合
併

を
い

う
適

格
分

割
同

条
第

号
の

に
規

定
す

る
適

格
分

割
を

い
う

以
下

こ
の

記
載

要
領

に
お

い

）

（

1
2

1
1

。
、

。

て
同

じ
若

し
く

は
適

格
現

物
出

資
同

条
第

号
の

に
規

定
す

る
適

格
現

物
出

資
を

い
う

以
下

こ
の

記
載

要
領

に
お

）

（

1
2

1
4

。
。

い
て

同
じ

又
は

適
格

事
後

設
立

平
成

年
旧

法
人

税
法

第
２

条
第

号
の

に
規

定
す

る
適

格
事

後
設

立
を

い
う

以

）

（

2
2

1
2

1
5

。
。

下
こ

の
記

載
要

領
に

お
い

て
同

じ
を

い
う

以
下

こ
の

記
載

要
領

に
お

い
て

同
じ

が
行

わ
れ

た
適

格
組

織

）

）

」
に
、
「

。
。

。

再
編

成
適

格
合

併
等

現
物

出
資

法
人

若
し

く
は

現
物

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
三
の
二
記
載
要
領
５

中
「

」
を
「

(2)

、

」
に
、
「

（

1
2

）
」
を
「

（

出
資

法
人

事
後

設
立

法
人

同
条

第
号

の
６

に
規

定
す

る
事

後
設

立
法

人
を

い
う

事
後

設
立

法
人

。

平
成

年
旧

法
人

税
法

第
２

条
第

号
の

６
に

規
定

す
る

事
後

設
立

法
人

を
い

う
適

格
分

割
同

条
第

号
の

2
2

1
2

）
」
に
、
「

（

1
2

。

に
規

定
す

る
適

格
分

割
を

い
う

適
格

現
物

出
資

同
条

第
号

の
に

規
定

す
る

適
格

現
物

出
資

を
い

う
又

は
1
1

）

（

1
2

1
4

）

。
、

。

適
格

事
後

設
立

同
条

第
号

の
に

規
定

す
る

適
格

事
後

設
立

を
い

う
を

い
う

適
格

分
割

若
し

く
は

適
格

現

（

1
2

1
5

）

」
を
「

。
。

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

物
出

資
又

は
適

格
事

後
設

立
を

い
う

を
行

っ
た

が
行

わ
れ

た
。
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被
現

物
出

資
法

人
若

し
く

は
被

現
物

出
資

法
人

被
事

後
設

立
第
六
号
様
式
別
表
四
記
載
要
領
４

中
「

」
を
「

」
に
、
「

(1)

、

法
人

同
条

第
号

の
６

の
２

に
規

定
す

る
被

事
後

設
立

法
人

を
い

う
被

事
後

設
立

法
人

所
得

税
法

等
の

一
部

（
1
2

）
」
を
「

（

。

を
改

正
す

る
法

律
平

成
年

法
律

第
６

号
第

２
条

の
規

定
に

よ
る

改
正

前
の

法
人

税
法

以
下

こ
の

記
載

要
領

に
お

い
て

（

2
2

）

（

平
成

年
旧

法
人

税
法

と
い

う
第

２
条

第
号

の
６

の
２

に
規

定
す

る
被

事
後

設
立

法
人

を
い

う
適

「

2
2

」

）

1
2

）
」
に
、
「

。
。

格
組

織
再

編
成

政
令

第
９

条
の

７
第

６
項

に
規

定
す

る
適

格
組

織
再

編
成

を
い

う
以

下
こ

の
記

載
要

領
に

お
い

て
同

じ

（

。
。

を
行

っ
た

適
格

合
併

等
適

格
合

併
法

人
税

法
第

２
条

第
号

の
８

に
規

定
す

る
適

格
合

併
を

い
う

適
格

）

」
を
「

（

（

1
2

）

。
、

分
割

同
条

第
号

の
に

規
定

す
る

適
格

分
割

を
い

う
以

下
こ

の
記

載
要

領
に

お
い

て
同

じ
若

し
く

は
適

格
現

物
出

（

1
2

1
1

）

。
。

資
同

条
第

号
の

に
規

定
す

る
適

格
現

物
出

資
を

い
う

以
下

こ
の

記
載

要
領

に
お

い
て

同
じ

又
は

適
格

事
後

設
立

（

1
2

1
4

）

。
。

平
成

年
旧

法
人

税
法

第
２

条
第

号
の

に
規

定
す

る
適

格
事

後
設

立
を

い
う

以
下

こ
の

記
載

要
領

に
お

い
て

同
じ

（

2
2

1
2

1
5

。
。

）

）

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改

を
い

う
以

下
こ

の
記

載
要

領
に

お
い

て
同

じ
が

行
わ

れ
た

適
格

組
織

再
編

成
適

格
合

併
等

。
。

現
物

出
資

法
人

若
し

く
は

現
物

出
資

法
人

事
後

設
立

法
人

同

め
、
同
様
式
別
表
四
記
載
要
領
４

中
「

」
を
「

」
に
、
「

（

(2)

、

条
第

号
の

６
に

規
定

す
る

事
後

設
立

法
人

を
い

う
事

後
設

立
法

人
平

成
年

旧
法

人
税

法
第

２
条

第
号

の
1
2

）
」
を
「

（

2
2

1
2

。

）
」
に
、
「

（

1
2

1
1

）

６
に

規
定

す
る

事
後

設
立

法
人

を
い

う
適

格
分

割
同

条
第

号
の

に
規

定
す

る
適

格
分

割
を

い
う

。
。

、
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適
格

現
物

出
資

同
条

第
号

の
に

規
定

す
る

適
格

現
物

出
資

を
い

う
又

は
適

格
事

後
設

立
同

条
第

号
の

に
規

（

1
2

1
4

）

（

1
2

1
5

。

）

」
を
「

」

定
す

る
適

格
事

後
設

立
を

い
う

を
い

う
適

格
分

割
若

し
く

は
適

格
現

物
出

資
又

は
適

格
事

後
設

立
を

い
う

。
。

。

に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四
記
載
要
領
５

中
「

」
を
「

を
行

っ
た

が
行

わ
れ

た
適

格
組

織
再

編
成

を
行

っ
た

(1)

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四
記
載
要
領
５

中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

適
格

合
併

等
が

行
わ

れ
た

を
行

っ
た

が
行

わ
れ

た

(2)

第
六
号
様
式
別
表
四
の
二
の
二
の
表
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表

適
格

組
織

再
編

成
に

係
る

適
格

合
併

等
に

係
る

四
の
二
の
二
記
載
要
領
２

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
二
記
載
要
領
２

中
「

を
行

っ
た

が
行

わ
れ

た

(1)

(2)

」
を
「

2
2

3
0

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式

当
該

法
人

平
成

年
９

月
日

ま
で

の
間

に
当

該
法

人
を

行
っ

た
が

行
わ

れ
た

被
現

物
出

資
法

人
若

し
く

は
被

現
物

出
資

法
人

被
事

後
設

立
法

人

別
表
四
の
二
の
二
記
載
要
領
２

中
「

」
を
「

」
に
、
「

(3)

、

同
条

第
号

の
６

の
２

に
規

定
す

る
被

事
後

設
立

法
人

を
い

う
被

事
後

設
立

法
人

所
得

税
法

等
の

一
部

を
改

（

1
2

）
」
を
「

（

。

正
す

る
法

律
平

成
年

法
律

第
６

号
第

２
条

の
規

定
に

よ
る

改
正

前
の

法
人

税
法

以
下

こ
の

記
載

要
領

に
お

い
て

平

（

2
2

）

（

「

成
年

旧
法

人
税

法
と

い
う

第
２

条
第

号
の

６
の

２
に

規
定

す
る

被
事

後
設

立
法

人
を

い
う

適
格

分
2
2

」

）

1
2

）
」
に
、
「

。
。

（

（

1
2

1
3

）

」
を
「

（

社
型

分
割

等
適

格
分

社
型

分
割

同
条

第
号

の
に

規
定

す
る

適
格

分
社

型
分

割
を

い
う

適
格

分
割

等
。

、

適
格

分
割

法
人

税
法

第
２

条
第

号
の

に
規

定
す

る
適

格
分

割
平

成
年

９
月

日
ま

で
の

間
に

行
わ

れ
た

適
格

分
割

（

1
2

1
1

（

2
2

3
0
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型
分

割
を

除
く

を
い

う
若

し
く

は
適

格
事

後
設

立
同

条
第

号
の

に
規

定
す

る
適

格
事

後
設

立
を

い

）

）

」
に
、
「

（

1
2

1
5

。
。

」
を
「

（

2
2

1
2

1
5

」
に
、
「

う
適

格
事

後
設

立
平

成
年

旧
法

人
税

法
第

２
条

第
号

の
に

規
定

す
る

適
格

事
後

設
立

を
い

う
。

。
」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

（

1
2

を
行

っ
た

が
行

わ
れ

た
適

格
分

社
型

分
割

等
適

格
分

割
等

現
物

出
資

法
人

同
条

第
、

号
の

４
に

規
定

す
る

現
物

出
資

法
人

を
い

う
若

し
く

は
現

物
出

資
法

人
法

人
税

法
第

２
条

第
号

の
４

に
規

定
す

」
を
「

（

1
2

。

る
現

物
出

資
法

人
を

い
う

同
条

第
号

の
６

に
規

定
す

る
事

後
設

立
法

人
を

い
う

平
成

年
旧

法
」
に
、
「
（

1
2

」
を
「
（

2
2

。
。

1
2

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
二
記
載
要
領
３
中
「

人
税

法
第

２
条

第
号

の
６

に
規

定
す

る
事

後
設

立
法

人
を

い
う

。

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
二
記
載
要
領
４
中

分
割

法
人

現
物

出
資

法
人

又
は

事
後

設
立

法
人

分
割

法
人

等
、

「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四

を
行

っ
た

が
行

わ
れ

た
適

格
現

物
出

資
若

し
く

は
適

格
現

物
出

資
、

を
行

っ
た

が
行

わ
れ

た
当

の
二
の
二
記
載
要
領
５

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
二
記
載
要
領
５

中
「

(1)

(2)

」
を
「

2
2

3
0

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別

該
法

人
平

成
年

９
月

日
ま

で
の

間
に

当
該

法
人

を
行

っ
た

が
行

わ
れ

た

適
格

分
社

型
分

割
等

を
行

っ
た

適
格

分
割

等
が

行
わ

れ
た

適
格

分
社

型

表
四
の
二
の
二
記
載
要
領
５

中
「

」
を
「

」
に
、
「

(3)

分
割

等
適

格
分

割
等

分
割

法
人

現
物

出
資

法
人

又
は

事
後

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
二
記
載
要
領
６
中
「

、

設
立

法
人

分
割

法
人

等
別

表
６

２
の

２
の

当
期

の
控

除
対

象
外

国
法

人
税

額
又

は
個

別
控

除
対

」
を
「

」
に
、
「
（

（

）
）

「
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象
外

国
法

人
税

額
別

表
６

２
の

２
の

当
期

の
控

除
対

象
外

国
法

人
税

額
又

は
個

別
控

除
対

象
外

国

（2
6

）
」
を
「
（

（

）
）

「

法
人

税
額

を
行

っ
た

が
行

わ
れ

た
適

格
（2

4

）
」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
二
記
載
要
領
７
中
「

」
を
「

」
に
、
「、

」
を
「

」
に
改
め
る
。

現
物

出
資

若
し

く
は

適
格

現
物

出
資

第
六
号
様
式
別
表
四
の
二
の
三
記
載
要
領
２

中
「

」
を
「

2
2

3
0

」

当
該

法
人

を
平

成
年

９
月

日
ま

で
の

間
に

当
該

法
人

を

(1)

に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
三
記
載
要
領
２

中
「

」
を
「

を
行

っ
た

が
行

わ
れ

た
現

物
出

資
法

人

(2)

、

若
し

く
は

現
物

出
資

法
人

同
条

第
号

の
４

法
人

税
法

第
２

条
第

号
の

４
事

後
設

立
法

人
同

」
に
、
「
1
2

」
を
「

1
2

」
に
、
「

（

1
2

）
」
を
「

（

（

条
第

号
の

６
に

規
定

す
る

事
後

設
立

法
人

を
い

う
事

後
設

立
法

人
所

得
税

法
等

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

。

平
成

年
法

律
第

６
号

第
２

条
の

規
定

に
よ

る
改

正
前

の
法

人
税

法
以

下
こ

の
記

載
要

領
に

お
い

て
平

成
年

旧
法

人
2
2

）

（

「

2
2

税
法

と
い

う
第

２
条

第
号

の
６

に
規

定
す

る
事

後
設

立
法

人
を

い
う

適
格

分
社

型
分

割
等

適
格

分

」

）

1
2

）
」
に
、
「

（

。
。

社
型

分
割

同
条

第
号

の
に

規
定

す
る

適
格

分
社

型
分

割
を

い
う

適
格

分
割

等
適

格
分

割
法

人
税

法

（

1
2

1
3

）

」
を
「

（

（

。
、

第
２

条
第

号
の

に
規

定
す

る
適

格
分

割
平

成
年

９
月

日
ま

で
の

間
に

行
わ

れ
た

適
格

分
割

型
分

割
を

除
く

を
1
2

1
1

（

2
2

3
0

）

。

い
う

若
し

く
は

適
格

事
後

設
立

同
条

第
号

の
に

規
定

す
る

適
格

事
後

設
立

を
い

う
適

格
事

）

」
に
、
「

（

1
2

1
5

）
」
を
「

。
。

（

2
2

1
2

1
5

）
」
に
、
「

」
を
「

後
設

立
平

成
年

旧
法

人
税

法
第

２
条

第
号

の
に

規
定

す
る

適
格

事
後

設
立

を
い

う
を

行
っ

た
。
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」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
三
記
載
要
領
４

中
「

が
行

わ
れ

た
適

格
分

社
型

分
割

等
適

格
分

割
等

(1)

」
を
「

2
2

3
0

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同

当
該

法
人

を
平

成
年

９
月

日
ま

で
の

間
に

当
該

法
人

を
を

行
っ

た
が

行
わ

れ
た

適
格

分
社

型
分

割
等

を
行

っ
た

適
格

分
割

等
が

行
わ

れ
た

適
格

様
式
別
表
四
の
二
の
三
記
載
要
領
４

中
「

」
を
「

」
に
、
「

(2)

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
三
記
載
要
領
５
中
「
（

（

）
）

「

分
社

型
分

割
等

適
格

分
割

等
別

表
６

２
の

２
の

当
期

の
控

除
対

象
外

国
法

人
税

額
又

は
個

別
控

除
対

象
外

国
法

人
税

額
別

表
６

２
の

２
の

当
期

の

（2
6

）
」
を
「
（

（

）
）

「

（2
4

）
」
に
改
め
る
。

控
除

対
象

外
国

法
人

税
額

又
は

個
別

控
除

対
象

外
国

法
人

税
額

第
六
号
様
式
別
表
四
の
二
の
四
の
表
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表

適
格

組
織

再
編

成
に

係
る

適
格

合
併

等
に

係
る

四
の
二
の
四
記
載
要
領
２

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
四
記
載
要
領
２

中
「

を
行

っ
た

が
行

わ
れ

た

(1)

(2)

」
を
「

2
2

3
0

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式

当
該

法
人

平
成

年
９

月
日

ま
で

の
間

に
当

該
法

人
を

行
っ

た
が

行
わ

れ
た

被
現

物
出

資
法

人
若

し
く

は
被

現
物

出
資

法
人

被
事

後
設

立
法

人

別
表
四
の
二
の
四
記
載
要
領
２

中
「

」
を
「

」
に
、
「

(3)

、

同
条

第
号

の
６

の
２

に
規

定
す

る
被

事
後

設
立

法
人

を
い

う
被

事
後

設
立

法
人

所
得

税
法

等
の

一
部

を
改

（

1
2

）
」
を
「

（

。

正
す

る
法

律
平

成
年

法
律

第
６

号
第

２
条

の
規

定
に

よ
る

改
正

前
の

法
人

税
法

以
下

こ
の

記
載

要
領

に
お

い
て

平

（

2
2

）

（

「

成
年

旧
法

人
税

法
と

い
う

第
２

条
第

号
の

６
の

２
に

規
定

す
る

被
事

後
設

立
法

人
を

い
う

適
格

分
2
2

」

）

1
2

）
」
に
、
「

。
。
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（

（

1
2

1
3

）

」
を
「

（

社
型

分
割

等
適

格
分

社
型

分
割

同
条

第
号

の
に

規
定

す
る

適
格

分
社

型
分

割
を

い
う

適
格

分
割

等
。

、

適
格

分
割

法
人

税
法

第
２

条
第

号
の

に
規

定
す

る
適

格
分

割
平

成
年

９
月

日
ま

で
の

間
に

行
わ

れ
た

適
格

分
割

（
1
2

1
1

（

2
2

3
0

型
分

割
を

除
く

を
い

う
若

し
く

は
適

格
事

後
設

立
同

条
第

号
の

に
規

定
す

る
適

格
事

後
設

立
を

い

）

）

」
に
、
「

（

1
2

1
5

。
。

」
を
「

（

2
2

1
2

1
5

」
に
、
「

う
適

格
事

後
設

立
平

成
年

旧
法

人
税

法
第

２
条

第
号

の
に

規
定

す
る

適
格

事
後

設
立

を
い

う
。

。

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

（

1
2

を
行

っ
た

が
行

わ
れ

た
適

格
分

社
型

分
割

等
適

格
分

割
等

現
物

出
資

法
人

同
条

第
、

号
の

４
に

規
定

す
る

現
物

出
資

法
人

を
い

う
若

し
く

は
現

物
出

資
法

人
法

人
税

法
第

２
条

第
号

の
４

に
規

定
す

」
を
「

（

1
2

。

る
現

物
出

資
法

人
を

い
う

同
条

第
号

の
６

に
規

定
す

る
事

後
設

立
法

人
を

い
う

平
成

年
旧

法

」
に
、
「
（

1
2

」
を
「
（

2
2

。
。

1
2

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
四
記
載
要
領
４
中
「

人
税

法
第

２
条

第
号

の
６

に
規

定
す

る
事

後
設

立
法

人
を

い
う

。

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

を
行

っ
た

が
行

わ
れ

た
適

格
現

物
出

資
若

し
く

は
適

格
現

物
出

資
、

第
六
号
様
式
別
表
四
の
二
の
五
記
載
要
領
２

中
「

」
を
「

2
2

3
0

」

当
該

法
人

を
平

成
年

９
月

日
ま

で
の

間
に

当
該

法
人

を

(1)

に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
五
記
載
要
領
２

中
「

」
を
「

を
行

っ
た

が
行

わ
れ

た
現

物
出

資
法

人

(2)

、

若
し

く
は

現
物

出
資

法
人

事
後

設
立

法
人

同
条

第
号

の
６

に
規

定
す

る
事

後
設

立
法

人
を

い
う

事

」
に
、
「

（

1
2

）
」
を
「

。

後
設

立
法

人
所

得
税

法
等

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

平
成

年
法

律
第

６
号

第
２

条
の

規
定

に
よ

る
改

正
前

の
法

人
税

（

（

2
2

）
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法
以

下
こ

の
記

載
要

領
に

お
い

て
平

成
年

旧
法

人
税

法
と

い
う

第
２

条
第

号
の

６
に

規
定

す
る

事
後

設
立

法
（

「

2
2

」

）

1
2

。

人
を

い
う

適
格

分
社

型
分

割
等

適
格

分
社

型
分

割
同

条
第

号
の

に
規

定
す

る
適

格
分

社
型

分
割

を
い

）
」
に
、
「

（

（

1
2

1
3

。

う
適

格
分

割
等

適
格

分
割

法
人

税
法

第
２

条
第

号
の

に
規

定
す

る
適

格
分

割
平

成
年

９
月

日

）

」
を
「

（

（

1
2

1
1

（

2
2

3
0

。
、

）

）

」
に
、
「

（

1
2

1
5

ま
で

の
間

に
行

わ
れ

た
適

格
分

割
型

分
割

を
除

く
を

い
う

若
し

く
は

適
格

事
後

設
立

同
条

第
号

の
。

。

に
規

定
す

る
適

格
事

後
設

立
を

い
う

適
格

事
後

設
立

平
成

年
旧

法
人

税
法

第
２

条
第

号
の

に
規

定
す

る

）
」
を
「

（

2
2

1
2

1
5

。
）
」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」

適
格

事
後

設
立

を
い

う
を

行
っ

た
が

行
わ

れ
た

適
格

分
社

型
分

割
等

適
格

分
割

等
。

に
改
め
る
。

第
六
号
様
式
別
表
四
の
二
の
六
の
表
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表

適
格

組
織

再
編

成
に

係
る

適
格

合
併

等
に

係
る

四
の
二
の
六
記
載
要
領
２

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
六
記
載
要
領
２

中
「

を
行

っ
た

が
行

わ
れ

た

(1)

(2)

」
を
「

2
2

3
0

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式

当
該

法
人

平
成

年
９

月
日

ま
で

の
間

に
当

該
法

人
を

行
っ

た
が

行
わ

れ
た

被
現

物
出

資
法

人
若

し
く

は
被

現
物

出
資

法
人

被
事

後
設

立
法

人

別
表
四
の
二
の
六
記
載
要
領
２

中
「

」
を
「

」
に
、
「

(3)

、

同
条

第
号

の
６

の
２

に
規

定
す

る
被

事
後

設
立

法
人

を
い

う
被

事
後

設
立

法
人

所
得

税
法

等
の

一
部

を
改

（

1
2

）
」
を
「

（

。

正
す

る
法

律
平

成
年

法
律

第
６

号
第

２
条

の
規

定
に

よ
る

改
正

前
の

法
人

税
法

以
下

こ
の

記
載

要
領

に
お

い
て

平

（

2
2

）

（

「
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成
年

旧
法

人
税

法
と

い
う

第
２

条
第

号
の

６
の

２
に

規
定

す
る

被
事

後
設

立
法

人
を

い
う

適
格

分
2
2

」

）

1
2

）
」
に
、
「

。
。

（

（

1
2

1
3

）

」
を
「

（

社
型

分
割

等
適

格
分

社
型

分
割

同
条

第
号

の
に

規
定

す
る

適
格

分
社

型
分

割
を

い
う

適
格

分
割

等
。

、

適
格

分
割

法
人

税
法

第
２

条
第

号
の

に
規

定
す

る
適

格
分

割
平

成
年

９
月

日
ま

で
の

間
に

行
わ

れ
た

適
格

分
割

（

1
2

1
1

（

2
2

3
0

型
分

割
を

除
く

を
い

う
若

し
く

は
適

格
事

後
設

立
同

条
第

号
の

に
規

定
す

る
適

格
事

後
設

立
を

い
）

）

」
に
、
「

（

1
2

1
5

。
。

」
を
「

（
2
2

1
2

1
5

」
に
、
「

う
適

格
事

後
設

立
平

成
年

旧
法

人
税

法
第

２
条

第
号

の
に

規
定

す
る

適
格

事
後

設
立

を
い

う
。

。

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

（

1
2

を
行

っ
た

が
行

わ
れ

た
適

格
分

社
型

分
割

等
適

格
分

割
等

現
物

出
資

法
人

同
条

第
、

号
の

４
に

規
定

す
る

現
物

出
資

法
人

を
い

う
若

し
く

は
現

物
出

資
法

人
法

人
税

法
第

２
条

第
号

の
４

に
規

定
す

」
を
「

（

1
2

。

る
現

物
出

資
法

人
を

い
う

同
条

第
号

の
６

に
規

定
す

る
事

後
設

立
法

人
を

い
う

平
成

年
旧

法

」
に
、
「
（

1
2

」
を
「
（

2
2

。
。

1
2

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
六
記
載
要
領
４
中
「

人
税

法
第

２
条

第
号

の
６

に
規

定
す

る
事

後
設

立
法

人
を

い
う

。

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

を
行

っ
た

が
行

わ
れ

た
適

格
現

物
出

資
若

し
く

は
適

格
現

物
出

資
、

第
六
号
様
式
別
表
四
の
二
の
七
記
載
要
領
２

中
「

」
を
「

2
2

3
0

」

当
該

法
人

を
平

成
年

９
月

日
ま

で
の

間
に

当
該

法
人

を

(1)

に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
七
記
載
要
領
２

中
「

」
を
「

を
行

っ
た

が
行

わ
れ

た
現

物
出

資
法

人

(2)

、

若
し

く
は

現
物

出
資

法
人

事
後

設
立

法
人

同
条

第
号

の
６

に
規

定
す

る
事

後
設

立
法

人
を

い
う

事

」
に
、
「

（

1
2

）
」
を
「

。
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後
設

立
法

人
所

得
税

法
等

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

平
成

年
法

律
第

６
号

第
２

条
の

規
定

に
よ

る
改

正
前

の
法

人
税

（

（

2
2

）

法
以

下
こ

の
記

載
要

領
に

お
い

て
平

成
年

旧
法

人
税

法
と

い
う

第
２

条
第

号
の

６
に

規
定

す
る

事
後

設
立

法

（

「

2
2

」

）

1
2

。

人
を

い
う

適
格

分
社

型
分

割
等

適
格

分
社

型
分

割
同

条
第

号
の

に
規

定
す

る
適

格
分

社
型

分
割

を
い

）
」
に
、
「

（

（

1
2

1
3

。

）

」
を
「

）
（

（

1
2

1
1

（

2
2

3
0

う
適

格
分

割
等

適
格

分
割

法
人

税
法

第
２

条
第

号
の

に
規

定
す

る
適

格
分

割
平

成
年

９
月

。
、

日
ま

で
の

間
に

行
わ

れ
た

適
格

分
割

型
分

割
を

除
く

を
い

う
若

し
く

は
適

格
事

後
設

立
同

条
第

号
の

）

）

」
に
、
「

（

1
2

。
。

に
規

定
す

る
適

格
事

後
設

立
を

い
う

適
格

事
後

設
立

平
成

年
旧

法
人

税
法

第
２

条
第

号
の

に
規

定
す

る
1
5

」
を
「

（

2
2

1
2

1
5

。

）
」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」

適
格

事
後

設
立

を
い

う
を

行
っ

た
が

行
わ

れ
た

適
格

分
社

型
分

割
等

適
格

分
割

等
。

に
改
め
る
。

第
条

第
項

第
条

第
項

同
条

第
項

同
条

第

第
六
号
様
式
別
表
四
の
四
記
載
要
領
１
中
「

5
3

3
1

」
を
「

5
3

2
6

」
に
、
「

4
5

」
を
「

4
0

」
に
、
「

4
6

」
を
「

4
1

」
に
改
め
る
。

項
同

条
第

項
同

条
第

項

所
得

金
額

又
は

個
別

所
得

金
額

法
人

税
の

明
細

書
別

表
４

の
又

は
法

人
税

の
明

細
書

第
六
号
様
式
別
表
五
の
表
中
「

（

（

）

（31

）

別
表

４
の

２
付

表
の

所
得

金
額

又
は

個
別

所
得

金
額

法
人

税
の

明
細

書
別

表
４

の
又

は
法

人
税

の
明

（

）

（42

）
）
」
を
「

（

（

）

（35

）

細
書

別
表

４
の

２
付

表
の

非
適

格
合

併
又

は
非

適
格

分
割

型
分

割
非

適
格

の
合

併
等

又
は

残
余

財
産

の

（

）

（44

）
）
」
に
、
「

」
を
「
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」
に
改
め
る
。

全
部

分
配

等

資
本

金
等

の
額

下
表

２


又
は

別
表

５
の

２
の

３
②

別
表

５
の

２
の

３
⑰

若
し

く
は

第
六
号
様
式
別
表
五
の
二
の
表
中
「

、

別
表

５
の

２
の

３
⑳

資
本

金
等

の
額

下
表

２


又
は

別
表

５
の

２
の

３
②

別
表

５
の

２
の

３
⑲

若
し

く
は

別
表

５
の

２

」
を
「

、

の
３


控
除

額
計

別
表

５
の

２
の

３
⑫

別
表

５
の

２
の

３


若
し

く
は

別
表

５
の

２
の

３


又
は

別
表

５
の

２
の

４

」
に
、
「

、

」
を
「

」
に

⑩
控

除
額

計
別

表
５

の
２

の
３

⑫
別

表
５

の
２

の
３


若
し

く
は

別
表

５
の

２
の

３


又
は

別
表

５
の

２
の

４
⑩

、

記
載

す
る

こ
と

記
載

し
同

条
第

３
項

の
規

定
の

適
用

を
受

け
よ

う

改
め
、
同
様
式
別
表
五
の
二
記
載
要
領
２
中
「

」
を
「

。
、

と
す

る
法

人
に

あ
っ

て
は

同
欄

中
第

６
号

様
式


＋
同

様
式


と
あ

る
の

は
第

６
号

様
式


＋
同

様
式


－

「
（

）
」

「
（

、

別
表


と

別
表

５


と
あ

る
の

は
別

表
５


－
別

表


と
し

て
計

算
し

た
金

額
を

記
載

す
る

こ
と

1
1

）
」

「

」

「
（

1
1

）
」

、

ま
た

当
該

欄
に

は
租

税
特

別
措

置
法

第
条

の
２

又
は

同
法

第
条

の
の

２
の

規
定

の
適

用
を

受
け

る
法

人
に

あ
っ

5
9

6
8

6
2

。
、

、

て
は

法
人

税
の

明
細

書
別

表
４

の
又

は
法

人
税

の
明

細
書

別
表

４
の

２
付

表
の

の
欄

に
お

い
て

損
金

（

(
3
4
)

）

（

（4
3

）
）

、

算
入

額
減

算
し

た
金

額
が

あ
る

場
合

は
当

該
額

を
加

算
し

加
算

し
た

金
額

益
金

算
入

額
が

あ
る

場
合

は
当

該
額

を

（

）

（

）

、

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
五
の
二
記
載
要
領
２
の
次
に
次
の
記
載
要
領
を
加
え
る
。

減
算

し
た

金
額

を
記

載
す

る
こ

と
。

３
当

該
事

業
年

度
の

月
数

⑫
の

欄
は

法
第

条
の

第
２

項
第

３
項

又
は

第
４

項
の

規
定

の
適

用
を

受
け

る

「

」

7
2

2
1

、
、
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法
人

に
あ

っ
て

は
当

該
規

定
に

基
づ

き
計

算
し

た
月

数
を

記
載

す
る

こ
と

、
。

第
六
号
様
式
別
表
五
の
二
の
三
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
六
号
様
式
別
表
五
の
二
の
三

（
別
紙
⑤
）

挿
入

こ
の

計
算

書
は

法
第

条
の

第
１

項
第

１
号

か
ら

第
３

第
六
号
様
式
別
表
五
の
二
の
三
記
載
要
領
１
中
「

」
の
下
に
「

7
2

2
1

、

」
を
加
え
、
「

1
2

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
五
の
二
の
三
記
載
要
領
３

号
第

８
項

ま
で

若
し

く
は

第
項

第
７

項
ま

で
、中

「

1
2

」
を
「

7
2

2
1

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
五

法
附

則
第

９
条

第
項

法
第

条
の

第
１

項
第

３
号

同
項

同
号

法
附

則

の
二
の
三
記
載
要
領
３
を
同
様
式
別
表
五
の
二
の
三
記
載
要
領
４
と
し
、
同
様
式
別
表
五
の
二
の
三
記
載
要
領
２
中
「

」
を
「

7
2

2
1

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
五
の
二
の
三
記

第
９

条
第

４
項

法
第

条
の

第
１

項
第

２
号

同
項

同
号

載
要
領
２
を
同
様
式
別
表
五
の
二
の
三
記
載
要
領
３
と
し
、
同
様
式
別
表
五
の
二
の
三
記
載
要
領
１
の
次
に
次
の
記
載
要
領
を

加
え
る
。

２
法

第
条

の
第

１
項

第
１

号
の

規
定

の
適

用
を

受
け

る
法

人
に

あ
っ

て
は

同
号

に
規

定
す

る
剰

余
金

又
は

利
益

準
7
2

2
1

、

備
金

の
全

部
若

し
く

は
一

部
を

資
本

金
と

し
た

事
実

及
び

資
本

金
と

し
た

金
額

を
証

す
る

書
類

を
添

付
す

る
こ

と
。

第
六
号
様
式
別
表
五
の
二
の
四
記
載
要
領
１
中
「

7
2

2
1

」
を
「

7
2

2
1

」
に
改
め
る
。

第
条

の
第

３
項

第
条

の
第

５
項
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第
六
号
様
式
別
表
六
記
載
要
領
２
中
「

1
3

」
を
「

1
1

」
に
改
め
る
。

附
則

第
９

条
第

項
附

則
第

９
条

第
項

法
附

則
第

９
条

第
項

の
控

除
収

入
保

険
料

⑧
法

附
則

第
９

条
第

９
項

の
控

除
収

入

第
六
号
様
式
別
表
七
の
表
中
「

1
0

」
を
「

」
に
改
め
る
。

保
険

料
⑧

課
税

標
準

額
の

計
算

課
税

標
準

の
計

算
法

附
則

第
９

条
第

項
に

係
る

控

第
六
号
様
式
別
表
八
の
表
中
「

」
を
「

」
に
、
「

1
1


除

額
⑲

×
⑳

法
附

則
第

９
条

第
項

に
係

る
控

除
額

⑲
×

⑳
差

引
後

課
税

標
準

額
⑲

－
⑳

」
を
「

1
0

」
に
、
「

2 - 1

2 - 1

」
を
「

」
に
改
め
る
。

差
引

後
課

税
標

準
⑲

－
⑳



第
条

第
２

項
に

規
定

す
る

適
格

合
併

等
同

条
第

５
項

に
規

定
す

る
適

格
合

併
等

第
六
号
様
式
別
表
九
記
載
要
領
３
中
「

5
7

、

5
8

」
を
「

5
7

5
8

又
は

同
法

第
条

第
２

項
に

規
定

す
る

適
格

合
併

等
を

行
っ

た
第

条
第

２
項

若
し

く
は

第
４

項
若

し
く

は
同

法
第

条
第

２
項

又
は

所
得

税
法

等
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
平

成
年

法
律

第
６

号
第

２
条

の
規

定
に

よ
る

改
正

前
の

法
人

税
（

2
2

）

5
7

5
8

」
に
改
め
る
。

法
第

条
第

２
項

若
し

く
は

第
５

項
若

し
く

は
同

法
第

条
第

２
項

の
規

定
の

適
用

を
受

け
る

第
条

第
２

項
に

規
定

す
る

適
格

合
併

等
同

条
第

５
項

に
規

定
す

る
適

格
合

併
等

第
六
号
様
式
別
表
十
記
載
要
領
４
中
「

5
7

、

5
8

」
を
「

5
7

5
8

又
は

同
法

第
条

第
２

項
に

規
定

す
る

適
格

合
併

等
を

行
っ

た
第

条
第

２
項

若
し

く
は

第
４

項
若

し
く

は
同

法
第

条
第

２
項

又
は

所
得

税
法

等
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
平

成
年

法
律

第
６

号
第

２
条

の
規

定
に

よ
る

改
正

前
の

法
人

税

（

2
2

）
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5
7

5
8

」
に
改
め
る
。

法
第

条
第

２
項

若
し

く
は

第
５

項
若

し
く

は
同

法
第

条
第

２
項

の
規

定
の

適
用

を
受

け
る

民
事

再
生

等
評

価
換

え
が

行
わ

れ
る

場
合

以
外

の
場

合
の

再
生

等
欠

損
金

額
等

の
控

除
明

第
六
号
様
式
別
表
十
一
の
表
中
「

細
書

民
事

再
生

等
評

価
換

え
が

行
わ

れ
る

場
合

以
外

の
場

合
の

再
生

等
欠

損
金

額
等

及
び

解
散

の
場

合
の

欠
損

金
額

等

」
を
「

の
控

除
明

細
書

受
け

よ
う

と
す

る
法

人
又

は
同

条
第

３
項

の
規

」
に
改
め
、
同
様
式
記
載
要
領
３

及
び

中
「

」
の
下
に
「

(1)

(2)

」
を
加
え
、
同
様
式
記
載
要
領
５
を
同
様
式
記
載
要
領
６
と
し
、
同
様
式
記
載
要
領
４
の

定
の

適
用

を
受

け
よ

う
と

す
る

法
人

次
に
次
の
記
載
要
領
を
加
え
る
。

５



又

は


の
う

ち
最

も
少

な
い

金
額


及
び




又
は


の
う

ち
最

も
少

な
い

金
額


の
欄

は
法

「

」

「

」

、
、

、

人
が

法
人

税
法

第
条

第
３

項
の

規
定

の
適

用
を

受
け

る
場

合
は


を

ま
っ

消
す

る
こ

と
5
9

「

」

、
、

。

第
六
号
様
式
別
表
十
二
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
六
号
様
式
別
表
十
二

（
別
紙
⑥
）

挿
入

第
条

第
２

項
第

３
項

及
び

第
５

項
又

は
法

人
税

法
第

条
第

２
項

第

第
六
号
様
式
別
表
十
二
記
載
要
領
１
中
「

5
7

5
8

」
を
「

、

条
第

２
項

か
ら

第
４

項
ま

で
若

し
く

は
第

条
第

２
項

又
は

所
得

税
法

等
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
平

成
年

法
律

第
６

5
7

5
8

（

2
2

）

（

「

2
2

」

）

号
第

２
条

の
規

定
に

よ
る

改
正

前
の

法
人

税
法

以
下

こ
の

記
載

要
領

に
お

い
て

平
成

年
旧

法
人

税
法

と
い

う
。



- 26 -

5
7

5
8

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
十
二
記
載
要
領
２
を
削
り
、

第
条

第
２

項
第

３
項

若
し

く
は

第
５

項
若

し
く

は
第

条
第

２
項

、
同
様
式
別
表
十
二
記
載
要
領
３
を
同
様
式
別
表
十
二
記
載
要
領
２
と
し
、
同
様
式
別
表
十
二
記
載
要
領
２
の
次
に
次
の
記
載
要

領
を
加
え
る
。

３
当

該
法

人
と

の
間

に
法

人
税

法
第

条
第

２
項

に
規

定
す

る
完

全
支

配
関

係
が

あ
る

他
の

内
国

法
人

で
当

該
法

人
が

発
5
7

行
済

株
式

又
は

出
資

の
全

部
又

は
一

部
を

有
す

る
も

の
の

残
余

財
産

が
確

定
し

た
場

合
に

お
い

て
当

該
他

の
内

国
法

人
、

に
株

主
等

が
二

以
上

あ
る

と
き

は
調

整
後

の
控

除
未

済
欠

損
金

額
①

＋
②

③
の

欄
は

②
と

あ
る

の
は

「

」

「

」

、
、

、

②
を

当
該

他
の

内
国

法
人

の
発

行
済

株
式

又
は

出
資

当
該

他
の

内
国

法
人

が
有

す
る

自
己

の
株

式
又

は
出

資
を

除

「
（

（

く
の

総
数

又
は

総
額

で
除

し
こ

れ
に

当
該

法
人

の
有

す
る

当
該

他
の

内
国

法
人

の
株

式
又

は
出

資
の

数
又

は
金

額

）

。
、

を
乗

じ
て

計
算

し
た

金
額

と
し

て
記

載
す

る
こ

と

）
」

。

特
定

資
本

関
係

事
業

年
度

以
後

の
欠

損
金

額
等

の
う

ち
特

定
資

産
譲

渡
等

損
失

第
六
号
様
式
別
表
十
二
記
載
要
領
５
中
「
「

相
当

額
の

計
算

の
明

細
支

配
関

係
事

業
年

度
以

後
の

欠
損

金
額

等
の

う
ち

特
定

資
産

譲
渡

等
損

失
相

当
額

の
計

算

」
」
を
「
「

」
」
に
、
「

1
1
2

」
を
「

1
1
2

（

）

の
明

細
第

条
第

８
項

第
条

第
５

項
第

１
号

同
条

第
８

項
に

お
い

て
準

用
す

る
場

合
を

含
む

。

又
は

法
人

税
法

施
行

令
の

一
部

を
改

正
す

る
政

令
平

成
年

政
令

第
号

に
よ

る
改

正
前

の
法

人
税

法
施

行
令

第
条

（

2
2

5
1

）
1
1
2
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第
８

項
第

１
号

同
条

第
項

同
条

第
項

特
定

引
継

資
産

又
は

特
定

保
有

資
産

の
譲

渡
等

特
定

」
に
、
「

1
1

」
を
「

1
0

」
に
、
「
「

事
由

に
よ

る
損

失
の

額
の

合
計

額
⑩

の
欄

及
び

特
定

引
継

資
産

又
は

特
定

保
有

資
産

の
譲

渡
又

は
評

価
換

え
に

よ
る

利
益

」

「

の
額

の
合

計
額

⑪
特

定
引

継
資

産
又

は
特

定
保

有
資

産
の

譲
渡

等
特

定
事

由
に

よ
る

損
失

の
額

の
合

計
額

⑨
の

」
」
を
「
「

」

「

」
」
に
改
め
、
同
様
式

欄
及

び
特

定
引

継
資

産
又

は
特

定
保

有
資

産
の

譲
渡

又
は

評
価

換
え

に
よ

る
利

益
の

額
の

合
計

額
⑩

別
表
十
二
記
載
要
領
５
を
同
様
式
別
表
十
二
記
載
要
領
７
と
し
、
同
様
式
別
表
十
二
記
載
要
領
４
を
削
り
、
同
様
式
別
表
十
二

記
載
要
領
３
の
次
に
次
の
記
載
要
領
を
加
え
る
。

４
法

人
税

法
第

条
第

２
項

に
規

定
す

る
合

併
等

事
業

年
度

又
は

同
法

第
条

第
２

項
に

規
定

す
る

合
併

等
事

業
年

度
に

5
7

5
8

あ
っ

て
は

こ
れ

ら
の

規
定

に
規

定
す

る
被

合
併

法
人

等
の

適
格

合
併

の
日

の
前

日
の

属
す

る
事

業
年

度
又

は
残

余
財

産
の

確
定

の
日

の
属

す
る

事
業

年
度

の
確

定
申

告
書

に
添

付
さ

れ
た

第
６

号
様

式
別

表
９

又
は

別
表

の
写

し
を

添
付

し
平

1
0

、

成
年

旧
法

人
税

法
第

条
第

２
項

に
規

定
す

る
合

併
等

事
業

年
度

又
は

同
法

第
条

第
２

項
に

規
定

す
る

合
併

等
事

業
2
2

5
7

5
8

年
度

に
あ

っ
て

は
こ

れ
ら

の
規

定
に

規
定

す
る

被
合

併
法

人
等

の
こ

れ
ら

の
規

定
に

規
定

す
る

適
格

合
併

等
の

日
の

前
日

の
属

す
る

事
業

年
度

の
確

定
申

告
書

に
添

付
さ

れ
た

第
６

号
様

式
別

表
９

又
は

別
表

の
写

し
を

添
付

す
る

こ
と

1
0

。

５
共

同
事

業
要

件
に

該
当

す
る

場
合

又
は

５
年

継
続

支
配

関
係

が
あ

る
場

合
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
場

合
の

欄
は

「

」
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法
人

税
法

第
条

第
３

項
に

規
定

す
る

政
令

で
定

め
る

適
格

合
併

に
該

当
す

る
場

合
若

し
く

は
同

項
に

規
定

す
る

支
配

5
7

、関
係

が
あ

る
場

合
と

し
て

政
令

で
定

め
る

場
合

に
該

当
す

る
場

合
若

し
く

は
同

条
第

４
項

に
規

定
す

る
政

令
で

定
め

る
適

格
組

織
再

編
成

等
に

該
当

す
る

場
合

若
し

く
は

同
項

に
規

定
す

る
支

配
関

係
が

あ
る

場
合

と
し

て
政

令
で

定
め

る
場

合
に

該
当

す
る

場
合

又
は

平
成

年
旧

法
人

税
法

第
条

第
３

項
に

規
定

す
る

政
令

で
定

め
る

適
格

合
併

等
に

該
当

す
る

場
合

2
2

5
7

若
し

く
は

同
条

第
５

項
に

規
定

す
る

政
令

で
定

め
る

適
格

合
併

等
に

該
当

す
る

場
合

に
記

載
し

共
同

事
業

要
件

に
該

「

、

当
す

る
場

合
又

は
５

年
継

続
支

配
関

係
が

あ
る

場
合

の
い

ず
れ

に
も

該
当

し
な

い
場

合
の

各
欄

は
法

人
税

法
第

条

」

5
7

、

第
３

項
に

規
定

す
る

政
令

で
定

め
る

適
格

合
併

に
該

当
す

る
場

合
若

し
く

は
同

項
に

規
定

す
る

支
配

関
係

が
あ

る
場

合
と

し
て

政
令

で
定

め
る

場
合

の
い

ず
れ

に
も

該
当

し
な

い
場

合
若

し
く

は
同

条
第

４
項

に
規

定
す

る
政

令
で

定
め

る
適

格
組

織
再

編
成

等
に

該
当

す
る

場
合

若
し

く
は

同
項

に
規

定
す

る
支

配
関

係
が

あ
る

場
合

と
し

て
政

令
で

定
め

る
場

合
の

い
ず

れ
に

も
該

当
し

な
い

場
合

又
は

平
成

年
旧

法
人

税
法

第
条

第
３

項
に

規
定

す
る

政
令

で
定

め
る

適
格

合
併

等
に

該
当

2
2

5
7

し
な

い
場

合
若

し
く

は
同

条
第

５
項

に
規

定
す

る
政

令
で

定
め

る
適

格
合

併
等

に
該

当
し

な
い

場
合

に
記

載
す

る
こ

と
。

た
だ

し
法

人
税

法
第

条
第

１
項

に
規

定
す

る
災

害
損

失
欠

損
金

額
並

び
に

平
成

年
旧

法
人

税
法

第
条

第
３

項
に

5
8

2
2

5
7

、

規
定

す
る

特
定

資
本

関
係

が
同

項
に

規
定

す
る

５
年

前
の

日
前

に
生

じ
て

い
る

場
合

に
お

け
る

同
条

第
２

項
に

規
定

す
る
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未
処

理
欠

損
金

額
及

び
同

条
第

５
項

に
規

定
す

る
特

定
資

本
関

係
が

同
項

に
規

定
す

る
５

年
前

の
日

前
に

生
じ

て
い

る
場

合
に

お
け

る
当

該
法

人
の

欠
損

金
額

に
つ

い
て

は
こ

れ
ら

の
欄

の
い

ず
れ

に
も

記
載

を
要

し
な

い
、

。

６
平

成
年

９
月

日
以

前
に

行
わ

れ
た

平
成

年
旧

法
人

税
法

第
条

第
２

項
に

規
定

す
る

適
格

合
併

等
又

は
同

条
第

2
2

3
0

2
2

5
7

５
項

に
規

定
す

る
適

格
合

併
等

に
つ

い
て

は
支

配
関

係
が

あ
る

法
人

と
の

間
で

適
格

組
織

再
編

成
等

が
行

わ
れ

た
場

「

、

合
の

未
処

理
欠

損
金

額
又

は
控

除
未

済
欠

損
金

額
の

調
整

計
算

の
明

細
の

各
欄

及
び

支
配

関
係

事
業

年
度

以
後

の
欠

」

「

」

「

」

「

損
金

額
の

う
ち

特
定

資
産

譲
渡

等
損

失
相

当
額

の
計

算
の

明
細

の
各

欄
中

支
配

関
係

が
あ

る
法

人
と

あ
る

の
は

特
定

資
本

関
係

を
有

す
る

法
人

と
支

配
関

係
発

生
日

と
あ

る
の

は
特

定
資

本
関

係
発

生
日

と
支

配
関

」

「

」

「

」

「

、
、

係
事

業
年

度
と

あ
る

の
は

特
定

資
本

関
係

事
業

年
度

と
し

て
記

載
す

る
こ

と

」

「

」

。

第
六
号
様
式
別
表
十
三
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
六
号
様
式
別
表
十
三

（
別
紙
⑦
）

挿
入

及
び

第
４

項
の

規
定

同
条

第
４

項
に

お
い

て
準

用
す

る
場

合
を

含
む

第
六
号
様
式
別
表
十
三
記
載
要
領
１
中
「

」
を
「
（

。

又
は

法
人

税
法

施
行

令
の

一
部

を
改

正
す

る
政

令
平

成
年

政
令

第
号

に
よ

る
改

正
前

の
法

人
税

法
施

行
令

以
下

）

（

2
2

5
1

）

（

こ
の

記
載

要
領

に
お

い
て

平
成

年
旧

法
人

税
法

施
行

令
と

い
う

第
条

第
１

項
同

条
第

４
項

に
お

い
て

準
用

「

2
2

」

）

1
1
3

（

。
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す
る

場
合

を
含

む
の

規
定

と
き

は
と

き
は

当
該

被
合

併
法

人

）

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
十
三
記
載
要
領
２
中
「

」
を
「

。
、

等
の

同
項

に
規

定
す

る
支

配
関

係
事

業
年

度
の

前
事

業
年

度
の

確
定

申
告

書
に

添
付

さ
れ

た
第

６
号

様
式

別
表

９
の

写
し

を
添

付
し

対
象

法
人

が
所

得
税

法
等

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

平
成

年
法

律
第

６
号

第
２

条
の

規
定

に
よ

る
改

正
前

の
法

（

2
2

）

、

人
税

法
以

下
こ

の
記

載
要

領
に

お
い

て
平

成
年

旧
法

人
税

法
と

い
う

第
条

第
３

項
に

規
定

す
る

被
合

併
法

人

（

「

2
2

」

）

5
7

。

2
2

1
1
3

」
に
改
め

等
で

あ
り

か
つ

平
成

年
旧

法
人

税
法

施
行

令
第

条
第

１
項

第
２

号
に

掲
げ

る
場

合
に

該
当

す
る

と
き

は
、

、

、
同
様
式
別
表
十
三
記
載
要
領
４
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４
平

成
年

９
月

日
以

前
に

行
わ

れ
た

平
成

年
旧

法
人

税
法

第
条

第
２

項
に

規
定

す
る

適
格

合
併

等
又

は
同

条
第

2
2

3
0

2
2

5
7

「

」

「

」

「

５
項

に
規

定
す

る
適

格
合

併
等

に
つ

い
て

は
支

配
関

係
発

生
日

と
あ

る
の

は
特

定
資

本
関

係
発

生
日

と
、

、

」

「

」

「

」

支
配

関
係

前
未

処
理

欠
損

金
額

と
あ

る
の

は
特

定
資

本
関

係
前

未
処

理
欠

損
金

額
と

支
配

関
係

事
業

年
度

、

と
あ

る
の

は
特

定
資

本
関

係
事

業
年

度
と

支
配

関
係

前
控

除
未

済
欠

損
金

額
と

あ
る

の
は

特
定

資
本

関
係

「

」

「

」

「

、

前
控

除
未

済
欠

損
金

額
し

て
記

載
す

る
こ

と

」

。

第
六
号
様
式
別
表
十
三
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

第
六
号
様
式
別
表
十
三
の
二

（
別
紙
⑧
）

挿
入
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第
六

号
様

式
別

表
十

三
の

二
記

載
要

領

こ
の

表
は

法
人

が
法

人
税

法
施

行
令

第
条

第
５

項
の

規
定

の
適

用
を

受
け

る
場

合
に

記
載

す
る

こ
と

1
1
3

、
。

第
八
号
様
式
の
表
中
「

（

（

）

（3
1

）
）
」
を
「

（

（

所
得

金
額

法
人

税
の

明
細

書
別

表
４

の
所

得
金

額
法

人
税

の
明

細
書

）

（3
5

）
）
」
に
改
め
、
同
様
式
記
載
要
領
１
中
「

」
を
「

2
2

3
0

」
に
改
め
、
「

別
表

４
の

解
散

平
成

年
９

月
日

以
前

に
解

散

道
府

県
民

税
の

申
告

地
方

税
法

等
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
平

成
年

法
律

第
４

号
第

１
条

の
規

定
に

よ

」
の
下
に
「
（

（

2
2

）

る
改

正
前

の
地

方
税

法
以

下
こ

の
記

載
要

領
に

お
い

て
平

成
年

旧
地

方
税

法
と

い
う

第
条

第
５

項
の

規
定

に

（

「

2
2

」

）

5
3

。

）
」
を
、
「

」
の
下
に
「
（

2
2

7
2

2
9

）
」
を
加
え

よ
る

申
告

事
業

税
を

申
告

平
成

年
旧

地
方

税
法

第
条

の
の

規
定

に
よ

る
申

告

る
。

解
散

平
成

年
９

月
日

以
前

に
解

散
残

余
財

産
分

配
予

納
等

申
告

第
九
号
様
式
記
載
要
領
１
中
「

」
を
「

2
2

3
0

」
に
改
め
、
「

地
方

税
法

等
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
平

成
年

法
律

第
４

号
第

１
条

の
規

定
に

よ
る

改
正

前
の

地
方

税

」
の
下
に
「
（

（

2
2

）

法
以

下
こ

の
記

載
要

領
に

お
い

て
平

成
年

旧
地

方
税

法
と

い
う

第
条

第
５

項
又

は
同

法
第

条
の

の
規

定

（

「

2
2

」

）

5
3

7
2

3
0

。

）
」
を
、
「

」
の
下
に
「
（

5
3

7
2

3
1

）

に
よ

る
申

告
清

算
確

定
申

告
同

法
第

条
第

５
項

又
は

同
法

第
条

の
の

規
定

に
よ

る
申

告

修
正

申
告

同
法

第
条

第
項

若
し

く
は

同
条

第
項

又
は

同
法

第
条

の
の

規
定

に
よ

る
申

告

」
を
、
「

」
の
下
に
「
（

5
3

2
7

2
8

7
2

3
3
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）
」
を
加
え
、
同
様
式
記
載
要
領
９
中
「

5
3

2
5

」
を
「

2
2

5
3

2
5

」
に
、
「

7
2

法
第

条
第

項
平

成
年

旧
地

方
税

法
第

条
第

項
法

第

条
の

第
４

項
同

法
第

条
の

第
４

項
政

令
第

９
条

の
２

又
は

政
令

第
条

地
方

税
法

施
行

令
及

3
1

」
を
「

7
2

3
1

」
に
、
「

2
9

」
を
「

び
国

税
収

納
金

整
理

資
金

に
関

す
る

法
律

施
行

令
の

一
部

を
改

正
す

る
政

令
平

成
年

政
令

第
号

第
１

条
の

規
定

に
よ

（

2
2

4
5

）

る
改

正
前

の
地

方
税

法
施

行
令

以
下

こ
の

記
載

要
領

に
お

い
て

平
成

年
旧

地
方

税
法

施
行

令
と

い
う

第
９

条
の

（

「

2
2

」

）

。

２
又

は
同

令
第

条
法

第
条

第
項

平
成

年
旧

地
方

税
法

第
条

第
項

2
9

」
に
改
め
、
同
様
式
記
載
要
領

中
「

5
3

4
6

」
を
「

2
2

5
3

4
6

10

」
に
、
「

」
を
「

2
2

」
に
改
め
る
。

政
令

第
９

条
の

９
の

２
平

成
年

旧
地

方
税

法
施

行
令

第
９

条
の

９
の

２

第
九
号
の
二
様
式
記
載
要
領
１
中
「

5
3

3
1

」
を
「

5
3

2
6

」
に
、
「

4
5

」
を
「

4
0

」

第
条

第
項

第
条

第
項

同
条

第
項

同
条

第
項

又
は

同
条

第
項

若
し

く
は

同
条

第
項

還
付

を
受

け
よ

う
と

す
る

と
き

又
は

平

に
、
「

4
6

」
を
「

4
1

」
に
改
め
、
「

」
の
下
に
「

成
年

９
月

日
以

前
に

解
散

合
併

に
よ

る
解

散
を

除
く

を
し

た
法

人
が

支
払

を
受

け
る

利
子

等
に

つ
い

て
課

さ
れ

た
2
2

3
0

（

）

。

利
子

割
額

が
あ

る
場

合
に

お
い

て
そ

の
利

子
割

額
を

地
方

税
法

等
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
平

成
年

法
律

第
４

号
第

（

2
2

）

、

１
条

の
規

定
に

よ
る

改
正

前
の

地
方

税
法

第
条

第
項

の
規

定
に

よ
り

法
人

税
割

額
か

ら
控

除
し

よ
う

と
す

る
と

き
同

条
5
3

3
1

、

4
5

4
6

」
を

第
項

の
規

定
に

よ
り

充
当

し
よ

う
と

す
る

と
き

若
し

く
は

同
条

第
項

の
規

定
に

よ
り

還
付

を
受

け
よ

う
と

す
る

と
き

加
え
る
。
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法
人

税
法

第
条

の
規

定
に

よ
る

所
得

税
額

の
控

除
額

⑥
清

算
所

得
に

対
す

る
法

人
税

額
第
十
号
様
式
の
表
中
「

1
0
0

」
を
「

」
に
改
め
る
。

か
ら

の
所

得
税

額
の

控
除

額
⑥

第
十
号
の
三
様
式
記
載
要
領
５
中
「

1
2

」
を
「

1
2

」
に
改
め
る
。

同
条

第
号

の
７

の
５

同
条

第
号

の
７

の
７

第
十
号
の
四
様
式
記
載
要
領
５
中
「

1
2

」
を
「

1
2

」
に
改
め
る
。

同
条

第
号

の
７

の
５

同
条

第
号

の
７

の
７

第
十
二
号
様
式
記
載
要
領
１
中
「

1
2

」
を
「

1
2

」
に
改
め
る
。

第
２

条
第

号
の

７
の

５
第

２
条

第
号

の
７

の
７

第
十
三
号
様
式
記
載
要
領
４
中
「
1
2

」
を
「

1
2

」
に
改
め
る
。

第
２

条
第

号
の

７
の

５
第

２
条

第
号

の
７

の
７

第
十
三
号
の
二
様
式
記
載
要
領
４
中
「

1
2

」
を
「

1
2

」
に
改
め
る
。

第
２

条
第

号
の

７
の

５
第

２
条

第
号

の
７

の
７

第
２

条
第

号
の

第
二
十
号
様
式
の
表
中
「
別
紙
⑨

挿
入
」
を
「
別
紙
⑩

挿
入
」
に
改
め
、
同
様
式
記
載
要
領
９
中
「

1
2

」
を
「

1
2

」
に
改
め
る
。

７
の

５
第

２
条

第
号

の
７

の
７

第
二
十
号
様
式
別
表
一
記
載
要
領
５
中
「

3
2
1

1
1

」
を
「

3
2
1

」

第
条

の
８

第
６

項
又

は
第

項
第

条
の

８
第

５
項

又
は

第
９

項

に
改
め
、
同
様
式
別
表
一
記
載
要
領
６
中
「

3
2
1

1
5

1
9

」
を
「

3
2
1

1
2

1
5

」

第
条

の
８

第
項

又
は

第
項

第
条

の
８

第
項

又
は

第
項

に
改
め
る
。

第
二
十
号
様
式
別
表
二
記
載
要
領
１
中
「

3
2
1

」
を
「

3
2
1

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
二

第
条

の
８

第
６

項
第

条
の

８
第

５
項
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記
載
要
領
２
中
「

3
2
1

」
を
「

3
2
1

」
に
、
「

1
2

」
を
「

第
条

の
８

第
７

項
各

号
第

条
の

８
第

６
項

各
号

第
２

条
第

号
の

７
の

５

第
２

条
第

号
の

７
の

７
第

条
の

８
第

７
項

第
１

号
第

条
の

８
第

６
項

第
１

号
第

条
1
2

」
に
、
「

3
2
1

」
を
「

3
2
1

」
に
、
「

3
2
1

の
８

第
７

項
第

２
号

第
条

の
８

第
６

項
第

２
号

第
条

の
８

第
８

」
を
「

3
2
1

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
二
記
載
要
領
３
中
「

3
2
1

項
第

条
の

８
第

７
項

適
格

合
併

等
同

項
に

規
定

す
る

適
格

合
併

等
を

い
う

に
係

る
被

合
併

法
人

」
を
「

3
2
1

」
に
、
「

（

）

。

（

）
」
を
「

（

）

等
同

項
に

規
定

す
る

被
合

併
法

人
等

を
い

う
被

合
併

法
人

等
同

項
に

規
定

す
る

被
合

併
法

人
等

を
い

う
。

。

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

同
条

第
７

項
同

条
第

６
項

第
二
十
号
様
式
別
表
二
の
二
記
載
要
領
１
中
「

3
2
1

1
1

」
を
「

3
2
1

」
に
改
め
、
同
様
式
別

第
条

の
８

第
項

第
条

の
８

第
９

項

第
条

の
８

第
項

第
条

の
８

第
項

適
格

合
併

等
同

条
第

８
項

に
規

表
二
の
二
記
載
要
領
２
中
「

3
2
1

1
2

」
を
「

3
2
1

1
0

」
に
、
「

（

定
す

る
適

格
合

併
等

を
い

う
に

係
る

被
合

併
法

人
等

同
条

第
８

項
に

規
定

す
る

被
合

併
法

人
等

を
い

う
被

）

（

）
」
を
「

。
。

（

）
」
に
、
「

1
2

」
を
「

」
に
改
め
る
。

合
併

法
人

等
同

項
に

規
定

す
る

被
合

併
法

人
等

を
い

う
同

条
第

項
同

項
。

第
条

の
８

第
項

第
条

の
８

第
項

同
条

第
項

第
二
十
号
様
式
別
表
二
の
三
記
載
要
領
１
中
「

3
2
1

1
5

」
を
「

3
2
1

1
2

」
に
、
「

1
9

」
を
「

1
5

」
に
、
「

1
5

1
9

」
を
「

1
2

1
5

」
に
改
め
、
同
様
式
別

同
条

第
項

同
条

第
項

若
し

く
は

第
項

同
条

第
項

若
し

く
は

第
項

第
条

の
８

第
項

第
条

の
８

第
項

適
格

合
併

等
同

条
第

８
項

に
規

表
二
の
三
記
載
要
領
３
中
「

3
2
1

1
6

」
を
「

3
2
1

1
3

」
に
、
「

（
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定
す

る
適

格
合

併
等

を
い

う
以

下
こ

の
記

載
要

領
に

お
い

て
同

じ
に

係
る

被
合

併
法

人
等

同
条

第
８

項
に

規
定

す
る

）

（

。
。

被
合

併
法

人
等

を
い

う
以

下
こ

の
記

載
要

領
に

お
い

て
同

じ
被

合
併

法
人

等
同

項
に

規
定

す
る

被
合

併
法

人

）
」
を
「

（

。
。

）
」
に
、
「

1
6

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
二
の
三

等
を

い
う

以
下

こ
の

記
載

要
領

に
お

い
て

同
じ

同
条

第
項

同
項

。
。

記
載
要
領
４
中
「

3
2
1

2
0

」
を
「

3
2
1

1
6

」
に
、
「

」
を
「

第
条

の
８

第
項

第
条

の
８

第
項

適
格

合
併

等
に

係
る

被
合

併
法

人
等

」
に
改
め
る
。

被
合

併
法

人
等

第
二
十
号
様
式
別
表
三
記
載
要
領
１
中
「

3
2
1

2
9

」
を
「

3
2
1

2
4

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
三

第
条

の
８

第
項

第
条

の
８

第
項

被
現

物
出

資
法

人
若

し
く

は
被

現
物

出
資

法
人

被
事

後
設

立
法

人
同

条
第

号
の

記
載
要
領
４

中
「

」
を
「

」
に
、
「

（

1
2

(1)

、

６
の

２
に

規
定

す
る

被
事

後
設

立
法

人
を

い
う

被
事

後
設

立
法

人
所

得
税

法
等

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

平

）
」
を
「

（

（

。

成
年

法
律

第
６

号
第

２
条

の
規

定
に

よ
る

改
正

前
の

法
人

税
法

以
下

こ
の

記
載

要
領

に
お

い
て

平
成

年
旧

法
人

税
2
2

）

（

「

2
2

法
と

い
う

第
２

条
第

号
の

６
の

２
に

規
定

す
る

被
事

後
設

立
法

人
を

い
う

適
格

組
織

再
編

成
政

令

」

）

1
2

）
」
に
、
「

（

。
。

第
条

の
第

７
項

に
規

定
す

る
適

格
組

織
再

編
成

を
い

う
以

下
こ

の
記

載
要

領
に

お
い

て
同

じ
を

行
っ

た
適

4
8

1
3

）

」
を
「

。
。

格
合

併
等

適
格

合
併

法
人

税
法

第
２

条
第

号
の

８
に

規
定

す
る

適
格

合
併

を
い

う
適

格
分

割
同

条
第

号
の

（

（

1
2

）

（

1
2

。
、

1
1
）

（

1
2

1
4

に
規

定
す

る
適

格
分

割
を

い
う

以
下

こ
の

記
載

要
領

に
お

い
て

同
じ

若
し

く
は

適
格

現
物

出
資

同
条

第
号

の
。

。
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に
規

定
す

る
適

格
現

物
出

資
を

い
う

以
下

こ
の

記
載

要
領

に
お

い
て

同
じ

又
は

適
格

事
後

設
立

平
成

年
旧

法
人

税

）

（

2
2

。
。

法
第

２
条

第
号

の
に

規
定

す
る

適
格

事
後

設
立

を
い

う
以

下
こ

の
記

載
要

領
に

お
い

て
同

じ
を

い
う

以
下

こ
の

1
2

1
5

）

。
。

。

）

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
三
記

記
載

要
領

に
お

い
て

同
じ

が
行

わ
れ

た
適

格
組

織
再

編
成

適
格

合
併

等
。

現
物

出
資

法
人

若
し

く
は

現
物

出
資

法
人

事
後

設
立

法
人

同
条

第
号

の
６

に
規

定

載
要
領
４

中
「

」
を
「

」
に
、
「

（

1
2

(2)

、

す
る

事
後

設
立

法
人

を
い

う
事

後
設

立
法

人
平

成
年

旧
法

人
税

法
第

２
条

第
号

の
６

に
規

定
す

る
事

後
設

）
」
を
「

（

2
2

1
2

。

立
法

人
を

い
う

適
格

分
割

同
条

第
号

の
に

規
定

す
る

適
格

分
割

を
い

う
適

格
現

物
出

資
同

条

）
」
に
、
「

（

1
2

1
1

）

（

。
。

、

第
号

の
に

規
定

す
る

適
格

現
物

出
資

を
い

う
又

は
適

格
事

後
設

立
同

条
第

号
の

に
規

定
す

る
適

格
事

後
設

立
1
2

1
4

）

（

1
2

1
5

。

）

」
を
「

」
に
、
「

」
を

を
い

う
を

い
う

適
格

分
割

若
し

く
は

適
格

現
物

出
資

又
は

適
格

事
後

設
立

を
い

う
を

行
っ

た
。

。
。

「

」
に
改
め
る
。

が
行

わ
れ

た

被
現

物
出

資
法

人
若

し
く

は
被

現
物

出
資

法
人

被
事

後
設

第
二
十
号
様
式
別
表
四
記
載
要
領
４

中
「

」
を
「

」
に
、
「

(1)

、

立
法

人
同

条
第

号
の

６
の

２
に

規
定

す
る

被
事

後
設

立
法

人
を

い
う

被
事

後
設

立
法

人
所

得
税

法
等

の
一

（

1
2

）
」
を
「

（

。

部
を

改
正

す
る

法
律

平
成

年
法

律
第

６
号

第
２

条
の

規
定

に
よ

る
改

正
前

の
法

人
税

法
以

下
こ

の
記

載
要

領
に

お
い

（

2
2

）

（

「

2
2

」

）

1
2

）
」
に
、
「

て
平

成
年

旧
法

人
税

法
と

い
う

第
２

条
第

号
の

６
の

２
に

規
定

す
る

被
事

後
設

立
法

人
を

い
う

。
。
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適
格

組
織

再
編

成
政

令
第

条
の

第
７

項
に

規
定

す
る

適
格

組
織

再
編

成
を

い
う

以
下

こ
の

記
載

要
領

に
お

い
て

同
じ

（

4
8

1
3

。

を
行

っ
た

適
格

合
併

等
適

格
合

併
法

人
税

法
第

２
条

第
号

の
８

に
規

定
す

る
適

格
合

併
を

い
う

適

）

」
を
「

（

（

1
2

）

。
。

、

格
分

割
同

条
第

号
の

に
規

定
す

る
適

格
分

割
を

い
う

以
下

こ
の

記
載

要
領

に
お

い
て

同
じ

若
し

く
は

適
格

現
物

（

1
2

1
1

）

。
。

出
資

同
条

第
号

の
に

規
定

す
る

適
格

現
物

出
資

を
い

う
以

下
こ

の
記

載
要

領
に

お
い

て
同

じ
又

は
適

格
事

後
設

（

1
2

1
4

）

。
。

立
平

成
年

旧
法

人
税

法
第

２
条

第
号

の
に

規
定

す
る

適
格

事
後

設
立

を
い

う
以

下
こ

の
記

載
要

領
に

お
い

て
同

じ

（

2
2

1
2

1
5

。

）

）

」
に
、
「

」
を
「

」
に

を
い

う
以

下
こ

の
記

載
要

領
に

お
い

て
同

じ
が

行
わ

れ
た

適
格

組
織

再
編

成
適

格
合

併
等

。
。

。

改
め
、
同
様
式
別
表
四
記
載
要
領
４

中
「

」
を
「

」
に
、
「

（

現
物

出
資

法
人

若
し

く
は

現
物

出
資

法
人

事
後

設
立

法
人

(2)
、

同
条

第
号

の
６

に
規

定
す

る
事

後
設

立
法

人
を

い
う

事
後

設
立

法
人

平
成

年
旧

法
人

税
法

第
２

条
第

号
1
2

）
」
を
「

（

2
2

1
2

。
）
」
に
、
「

（

1
2

1
1

）

の
６

に
規

定
す

る
事

後
設

立
法

人
を

い
う

適
格

分
割

同
条

第
号

の
に

規
定

す
る

適
格

分
割

を
い

う
。

。

適
格

現
物

出
資

同
条

第
号

の
に

規
定

す
る

適
格

現
物

出
資

を
い

う
又

は
適

格
事

後
設

立
同

条
第

号
の

に

（

1
2

1
4

）

（

1
2

1
5

、
。

規
定

す
る

適
格

事
後

設
立

を
い

う
を

い
う

適
格

分
割

若
し

く
は

適
格

現
物

出
資

又
は

適
格

事
後

設
立

を
い

う

）

」
を
「

。
。

。

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四
記
載
要
領
５

中
「

」
を

を
行

っ
た

が
行

わ
れ

た
適

格
組

織
再

編
成

を
行

っ
た

(1)

「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四
記
載
要
領
５

中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

適
格

合
併

等
が

行
わ

れ
た

を
行

っ
た

が
行

わ
れ

た

(2)
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第
二
十
号
様
式
別
表
四
の
二
の
二
の
表
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別

適
格

組
織

再
編

成
に

係
る

適
格

合
併

等
に

係
る

表
四
の
二
の
二
記
載
要
領
２

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
二
記
載
要
領
２

中

を
行

っ
た

が
行

わ
れ

た

(1)

(2)

「

」
を
「

2
2

3
0

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様

当
該

法
人

平
成

年
９

月
日

ま
で

の
間

に
当

該
法

人
を

行
っ

た
が

行
わ

れ
た

被
現

物
出

資
法

人
若

し
く

は
被

現
物

出
資

法
人

被
事

後
設

立
法

式
別
表
四
の
二
の
二
記
載
要
領
２

中
「

」
を
「

」
に
、
「

(3)

、

人
同

条
第

号
の

６
の

２
に

規
定

す
る

被
事

後
設

立
法

人
を

い
う

被
事

後
設

立
法

人
所

得
税

法
等

の
一

部
を

（

1
2

）
」
を
「

（

。

（

2
2

）

（

「

改
正

す
る

法
律

平
成

年
法

律
第

６
号

第
２

条
の

規
定

に
よ

る
改

正
前

の
法

人
税

法
以

下
こ

の
記

載
要

領
に

お
い

て

平
成

年
旧

法
人

税
法

と
い

う
第

２
条

第
号

の
６

の
２

に
規

定
す

る
被

事
後

設
立

法
人

を
い

う
適

格
2
2

」

）

1
2

）
」
に
、
「

。
。

分
社

型
分

割
等

適
格

分
社

型
分

割
同

条
第

号
の

に
規

定
す

る
適

格
分

社
型

分
割

を
い

う
適

格
分

割
等

（

（

1
2

1
3

）

」
を
「

。
、

適
格

分
割

法
人

税
法

第
２

条
第

号
の

に
規

定
す

る
適

格
分

割
平

成
年

９
月

日
ま

で
の

間
に

行
わ

れ
た

適
格

分

（

（

1
2

1
1

（

2
2

3
0

割
型

分
割

を
除

く
を

い
う

若
し

く
は

適
格

事
後

設
立

同
条

第
号

の
に

規
定

す
る

適
格

事
後

設
立

を

）

）

」
に
、
「

（

1
2

1
5

。
。

」
を
「

（

2
2

1
2

1
5

」
に
、

い
う

適
格

事
後

設
立

平
成

年
旧

法
人

税
法

第
２

条
第

号
の

に
規

定
す

る
適

格
事

後
設

立
を

い
う

。
。

を
行

っ
た

が
行

わ
れ

た
適

格
分

社
型

分
割

等
適

格
分

割
等

現
物

出
資

法
人

同
条

第

「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

（

、

号
の

４
に

規
定

す
る

現
物

出
資

法
人

を
い

う
若

し
く

は
現

物
出

資
法

人
法

人
税

法
第

２
条

第
号

の
４

に
規

定
1
2

」
を
「

（

1
2

。
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す
る

現
物

出
資

法
人

を
い

う
同

条
第

号
の

６
に

規
定

す
る

事
後

設
立

法
人

を
い

う
平

成
年

旧
法

人

」
に
、
「

1
2

」
を
「

2
2

。
。

税
法

第
２

条
第

号
の

６
に

規
定

す
る

事
後

設
立

法
人

を
い

う
分

1
2

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
二
記
載
要
領
３
中
「

。

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
二
記
載
要
領
４
中
「

割
法

人
現

物
出

資
法

人
又

は
事

後
設

立
法

人
分

割
法

人
等

、

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四
の

を
行

っ
た

が
行

わ
れ

た
適

格
現

物
出

資
若

し
く

は
適

格
現

物
出

資
、

を
行

っ
た

が
行

わ
れ

た
当

該

二
の
二
記
載
要
領
５

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
二
記
載
要
領
５

中
「

(1)

(2)

」
を
「

2
2

3
0

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表

法
人

平
成

年
９

月
日

ま
で

の
間

に
当

該
法

人
を

行
っ

た
が

行
わ

れ
た

適
格

分
社

型
分

割
等

を
行

っ
た

適
格

分
割

等
が

行
わ

れ
た

適
格

分
社

型
分

四
の
二
の
二
記
載
要
領
５

中
「

」
を
「

」
に
、
「

(3)

割
等

適
格

分
割

等
分

割
法

人
現

物
出

資
法

人
又

は
事

後
設

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
二
記
載
要
領
６
中
「

、

立
法

人
分

割
法

人
等

別
表

６
２

の
２

の
当

期
の

控
除

対
象

外
国

法
人

税
額

又
は

個
別

控
除

対
象

」
を
「

」
に
、
「
（

（

）
）

「

外
国

法
人

税
額

別
表

６
２

の
２

の
当

期
の

控
除

対
象

外
国

法
人

税
額

又
は

個
別

控
除

対
象

外
国

法

（2
6

）
」
を
「
（

（

）
）

「

人
税

額
を

行
っ

た
が

行
わ

れ
た

適
格

現

（2
4

）
」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
二
記
載
要
領
７
中
「

」
を
「

」
に
、
「、

」
を
「

」
に
改
め
る
。

物
出

資
若

し
く

は
適

格
現

物
出

資

当
該

法
人

を
平

成
年

９
月

日
ま

で
の

間
に

当
該

法
人

を

第
二
十
号
様
式
別
表
四
の
二
の
三
記
載
要
領
２

中
「

」
を
「

2
2

3
0

(1)
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」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
三
記
載
要
領
２

中
「

」
を

を
行

っ
た

が
行

わ
れ

た
現

物
出

資
法

人

(2)

、
「

」
に
、
「

1
2

」
を
「

1
2

」
に
、
「

（

若
し

く
は

現
物

出
資

法
人

同
条

第
号

の
４

法
人

税
法

第
２

条
第

号
の

４
事

後
設

立
法

人

同
条

第
号

の
６

に
規

定
す

る
事

後
設

立
法

人
を

い
う

事
後

設
立

法
人

所
得

税
法

等
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
1
2

）
」
を
「

（

。

平
成

年
法

律
第

６
号

第
２

条
の

規
定

に
よ

る
改

正
前

の
法

人
税

法
以

下
こ

の
記

載
要

領
に

お
い

て
平

成
年

旧
法

（

2
2

）

（

「

2
2

人
税

法
と

い
う

第
２

条
第

号
の

６
に

規
定

す
る

事
後

設
立

法
人

を
い

う
適

格
分

社
型

分
割

等
適

格

」

）

1
2

）
」
に
、
「

（

。
。

分
社

型
分

割
同

条
第

号
の

に
規

定
す

る
適

格
分

社
型

分
割

を
い

う
適

格
分

割
等

適
格

分
割

法
人

税

（

1
2

1
3

）

」
を
「

（

（

。
、

1
2

1
1

（

2
2

3
0

）

法
第

２
条

第
号

の
に

規
定

す
る

適
格

分
割

平
成

年
９

月
日

ま
で

の
間

に
行

わ
れ

た
適

格
分

割
型

分
割

を
除

く
。

を
い

う
若

し
く

は
適

格
事

後
設

立
同

条
第

号
の

に
規

定
す

る
適

格
事

後
設

立
を

い
う

適
格

）

」
に
、
「

（

1
2

1
5

）
」
を
「

。
。

（

2
2

1
2

1
5

）
」
に
、
「

」
を

事
後

設
立

平
成

年
旧

法
人

税
法

第
２

条
第

号
の

に
規

定
す

る
適

格
事

後
設

立
を

い
う

を
行

っ
た

。

「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
三
記
載
要
領
４

中

が
行

わ
れ

た
適

格
分

社
型

分
割

等
適

格
分

割
等

(1)

「

」
を
「

2
2

3
0

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
同
様

当
該

法
人

を
平

成
年

９
月

日
ま

で
の

間
に

当
該

法
人

を
を

行
っ

た
が

行
わ

れ
た

適
格

分
社

型
分

割
等

を
行

っ
た

適
格

分
割

等
が

行
わ

れ
た

適
格

分

式
別
表
四
の
二
の
三
記
載
要
領
４

中
「

」
を
「

」
に
、
「

(2)

社
型

分
割

等
適

格
分

割
等

別
表

６
２

の
２

の
当

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
三
記
載
要
領
５
中
「
（

（

）
）

「
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期
の

控
除

対
象

外
国

法
人

税
額

又
は

個
別

控
除

対
象

外
国

法
人

税
額

別
表

６
２

の
２

の
当

期
の

控

（2
6

）
」
を
「
（

（

）
）

「

（2
4

）
」
に
改
め
る
。

除
対

象
外

国
法

人
税

額
又

は
個

別
控

除
対

象
外

国
法

人
税

額

第
二
十
号
様
式
別
表
四
の
二
の
四
の
表
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別

適
格

組
織

再
編

成
に

係
る

適
格

合
併

等
に

係
る

表
四
の
二
の
四
記
載
要
領
２

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
四
記
載
要
領
２

中

を
行

っ
た

が
行

わ
れ

た

(1)

(2)

「

」
を
「

2
2

3
0

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様

当
該

法
人

平
成

年
９

月
日

ま
で

の
間

に
当

該
法

人
を

行
っ

た
が

行
わ

れ
た

被
現

物
出

資
法

人
若

し
く

は
被

現
物

出
資

法
人

被
事

後
設

立
法

式
別
表
四
の
二
の
四
記
載
要
領
２

中
「

」
を
「

」
に
、
「

(3)
、

人
同

条
第

号
の

６
の

２
に

規
定

す
る

被
事

後
設

立
法

人
を

い
う

被
事

後
設

立
法

人
所

得
税

法
等

の
一

部
を

（

1
2

）
」
を
「

（

。

（

2
2

）

（

「

改
正

す
る

法
律

平
成

年
法

律
第

６
号

第
２

条
の

規
定

に
よ

る
改

正
前

の
法

人
税

法
以

下
こ

の
記

載
要

領
に

お
い

て

平
成

年
旧

法
人

税
法

と
い

う
第

２
条

第
号

の
６

の
２

に
規

定
す

る
被

事
後

設
立

法
人

を
い

う
適

格
2
2

」

）

1
2

）
」
に
、
「

。
。

分
社

型
分

割
等

適
格

分
社

型
分

割
同

条
第

号
の

に
規

定
す

る
適

格
分

社
型

分
割

を
い

う
適

格
分

割
等

（

（

1
2

1
3

）

」
を
「

。
、

適
格

分
割

法
人

税
法

第
２

条
第

号
の

に
規

定
す

る
適

格
分

割
平

成
年

９
月

日
ま

で
の

間
に

行
わ

れ
た

適
格

分

（

（

1
2

1
1

（

2
2

3
0

割
型

分
割

を
除

く
を

い
う

若
し

く
は

適
格

事
後

設
立

同
条

第
号

の
に

規
定

す
る

適
格

事
後

設
立

を

）

）

」
に
、
「

（
1
2

1
5

。
。

」
を
「

（

2
2

1
2

1
5

」
に
、

い
う

適
格

事
後

設
立

平
成

年
旧

法
人

税
法

第
２

条
第

号
の

に
規

定
す

る
適

格
事

後
設

立
を

い
う

。
。
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を
行

っ
た

が
行

わ
れ

た
適

格
分

社
型

分
割

等
適

格
分

割
等

現
物

出
資

法
人

同
条

第
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

（

、

号
の

４
に

規
定

す
る

現
物

出
資

法
人

を
い

う
若

し
く

は
現

物
出

資
法

人
法

人
税

法
第

２
条

第
号

の
４

に
規

定
1
2

」
を
「

（

1
2

。

す
る

現
物

出
資

法
人

を
い

う
同

条
第

号
の

６
に

規
定

す
る

事
後

設
立

法
人

を
い

う
平

成
年

旧

」
に
、
「
（

1
2

」
を
「
（

2
2

。
。

1
2

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
四
記
載
要
領
４
中

法
人

税
法

第
２

条
第

号
の

６
に

規
定

す
る

事
後

設
立

法
人

を
い

う
。

「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

を
行

っ
た

が
行

わ
れ

た
適

格
現

物
出

資
若

し
く

は
適

格
現

物
出

資
、

当
該

法
人

を
平

成
年

９
月

日
ま

で
の

間
に

当
該

法
人

を

第
二
十
号
様
式
別
表
四
の
二
の
五
記
載
要
領
２

中
「

」
を
「

2
2

3
0

(1)

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
五
記
載
要
領
２

中
「

」
を

を
行

っ
た

が
行

わ
れ

た
現

物
出

資
法

人

(2)

、

「

」
に
、
「

（

1
2

）
」
を
「

若
し

く
は

現
物

出
資

法
人

事
後

設
立

法
人

同
条

第
号

の
６

に
規

定
す

る
事

後
設

立
法

人
を

い
う

。

事
後

設
立

法
人

所
得

税
法

等
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
平

成
年

法
律

第
６

号
第

２
条

の
規

定
に

よ
る

改
正

前
の

法
人

（

（

2
2

）

税
法

以
下

こ
の

記
載

要
領

に
お

い
て

平
成

年
旧

法
人

税
法

と
い

う
第

２
条

第
号

の
６

に
規

定
す

る
事

後
設

立

（

「

2
2

」

）

1
2

。

法
人

を
い

う
適

格
分

社
型

分
割

等
適

格
分

社
型

分
割

同
条

第
号

の
に

規
定

す
る

適
格

分
社

型
分

割
を

）
」
に
、
「

（

（

1
2

1
3

。

）

」
を
「

（

（

1
2

1
1

（

2
2

3
0

い
う

適
格

分
割

等
適

格
分

割
法

人
税

法
第

２
条

第
号

の
に

規
定

す
る

適
格

分
割

平
成

年
９

月
。

、

日
ま

で
の

間
に

行
わ

れ
た

適
格

分
割

型
分

割
を

除
く

を
い

う
若

し
く

は
適

格
事

後
設

立
同

条
第

号
の

）

）

」
に
、
「

（

1
2

。
。
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に
規

定
す

る
適

格
事

後
設

立
を

い
う

適
格

事
後

設
立

平
成

年
旧

法
人

税
法

第
２

条
第

号
の

に
規

定
す

1
5

）
」
を
「

（

2
2

1
2

1
5

。

る
適

格
事

後
設

立
を

い
う

を
行

っ
た

が
行

わ
れ

た
適

格
分

社
型

分
割

等
適

格
分

割
等

）
」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

。

」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
号
様
式
記
載
要
領
１
中
「

」
を
「

2
2

3
0

」
に
改
め
、
「

」

解
散

平
成

年
９

月
日

以
前

に
解

散
市

町
村

民
税

の
申

告

地
方

税
法

等
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
平

成
年

法
律

第
４

号
第

１
条

の
規

定
に

よ
る

改
正

前
の

地
方

税
法

の
下
に
「
（

（

2
2

）

3
2
1

）
」
を
加
え
る
。

第
条

の
８

第
５

項
の

規
定

に
よ

る
申

告

解
散

平
成

年
９

月
日

以
前

に
解

散
残

余
財

産
分

配
等

第
二
十
二
号
様
式
記
載
要
領
１
中
「

」
を
「

2
2

3
0

」
に
改
め
、
「

、
、

予
納

申
告

地
方

税
法

等
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
平

成
年

法
律

第
４

号
第

１
条

の
規

定
に

よ
る

改
正

前

」
の
下
に
「
（

（

2
2

）

の
地

方
税

法
以

下
こ

の
記

載
要

領
に

お
い

て
平

成
年

旧
地

方
税

法
と

い
う

第
条

の
８

第
５

項
の

規
定

に
よ

（

「

2
2

」

）

3
2
1

。

る
申

告
清

算
確

定
申

告
同

項
に

よ
る

申
告

修
正

申
告

同
条

第
項

若

）
」
を
、
「

」
の
下
に
「
（

）
」
を
、
「

」
の
下
に
「
（

2
7

2
8

）
」
を
加
え
、
同
様
式
記
載
要
領
７
中
「

3
2
1

2
5

」
を
「

2
2

し
く

は
同

条
第

項
の

規
定

に
よ

る
申

告
法

第
条

の
８

第
項

平
成

年
旧

地
方

税
法

第
条

の
８

第
項

政
令

第
条

の
地

方
税

法
施

行
令

及
び

国
税

収
納

金
整

理
資

金
に

3
2
1

2
5

」
に
、
「

4
8

1
2

」
を
「

関
す

る
法

律
施

行
令

の
一

部
を

改
正

す
る

政
令

平
成

年
政

令
第

号
第

１
条

の
規

定
に

よ
る

改
正

前
の

地
方

税
法

施
行

（

2
2

4
5

）
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4
8

1
2

」
に
改
め
る
。

令
第

条
の附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。

一

第
六
号
様
式
記
載
要
領
の
改
正
規
定
（
同
様
式
記
載
要
領

に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
同
様
式
別
表
一
記
載
要
領
、

15

同
様
式
別
表
二
記
載
要
領
、
同
様
式
別
表
二
の
二
記
載
要
領
、
同
様
式
別
表
二
の
三
記
載
要
領
、
同
様
式
別
表
三
記
載
要

領
、
同
様
式
別
表
三
の
二
記
載
要
領
及
び
同
様
式
別
表
四
記
載
要
領
の
改
正
規
定
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
二
記
載
要
領

別
表

６
２

の
２

の
当

期
の

控
除

対
象

外
国

法
人

税
額

又
は

個
別

控

の
改
正
規
定
（
同
様
式
記
載
要
領
６
中
「
（

（

）
）

「

除
対

象
外

国
法

人
税

額
別

表
６

２
の

２
の

当
期

の
控

除
対

象
外

国
法

人
税

額
又

は
個

別
控

除

（2
6

）
」
を
「
（

（

）
）

「

（2
4

）
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。
）
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
三
記
載
要
領
の
改
正
規
定
（
同
様

対
象

外
国

法
人

税
額

別
表

６
２

の
２

の
当

期
の

控
除

対
象

外
国

法
人

税
額

又
は

個
別

控
除

対
象

外
国

法
人

税

式
記
載
要
領
５
中
「
（

（

）
）

「
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額
別

表
６

２
の

２
の

当
期

の
控

除
対

象
外

国
法

人
税

額
又

は
個

別
控

除
対

象
外

国
法

人
税

額

（2
6

）
」
を
「
（

（

）
）

「

（2
4

）
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。
）
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
四
記
載
要
領
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
五
記
載
要
領
、

同
様
式
別
表
四
の
二
の
六
記
載
要
領
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
七
記
載
要
領
、
同
様
式
別
表
四
の
四
記
載
要
領
、
同
様
式

別
表
五
の
二
の
四
記
載
要
領
、
同
様
式
別
表
九
記
載
要
領
、
同
様
式
別
表
十
記
載
要
領
、
同
様
式
別
表
十
二
の
表
及
び
同

様
式
別
表
十
二
記
載
要
領
並
び
に
同
様
式
別
表
十
三
の
表
及
び
同
様
式
別
表
十
三
記
載
要
領
の
改
正
規
定
、
同
様
式
別
表

十
三
の
次
に
一
表
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
八
号
様
式
の
表
及
び
同
様
式
記
載
要
領
、
第
九
号
様
式
記
載
要
領
、
第
九
号

の
二
様
式
記
載
要
領
、
第
十
号
様
式
の
表
、
第
十
号
の
三
様
式
記
載
要
領
、
第
十
号
の
四
様
式
記
載
要
領
、
第
十
二
号
様

式
記
載
要
領
、
第
十
三
号
様
式
記
載
要
領
、
第
十
三
号
の
二
様
式
記
載
要
領
、
第
二
十
号
様
式
の
表
及
び
同
様
式
記
載
要

領
、
同
様
式
別
表
一
記
載
要
領
、
同
様
式
別
表
二
記
載
要
領
、
同
様
式
別
表
二
の
二
記
載
要
領
、
同
様
式
別
表
二
の
三
記

載
要
領
、
同
様
式
別
表
三
記
載
要
領
並
び
に
同
様
式
別
表
四
記
載
要
領
の
改
正
規
定
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
二
記
載
要

別
表

６
２

の
２

の
当

期
の

控
除

対
象

外
国

法
人

税
額

又
は

個
別

領
の
改
正
規
定
（
同
様
式
記
載
要
領
６
中
「
（

（

）
）

「

控
除

対
象

外
国

法
人

税
額

別
表

６
２

の
２

の
当

期
の

控
除

対
象

外
国

法
人

税
額

又
は

個
別

控

（2
6

）
」
を
「
（

（

）
）

「

（2
4

）
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。
）
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
三
記
載
要
領
の
改
正
規
定
（
同

除
対

象
外

国
法

人
税

額
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別
表

６
２

の
２

の
当

期
の

控
除

対
象

外
国

法
人

税
額

又
は

個
別

控
除

対
象

外
国

法
人

様
式
記
載
要
領
５
中
「
（

（

）
）

「

税
額

別
表

６
２

の
２

の
当

期
の

控
除

対
象

外
国

法
人

税
額

又
は

個
別

控
除

対
象

外
国

法
人

税
（2

6

）
」
を
「
（

（

）
）

「

（2
4

）
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。
）
並
び
に
同
様
式
別
表
四
の
二
の
四
記
載
要
領
、
同
様
式
別
表
四
の
二
の
五
記
載

額

要
領
、
第
二
十
一
号
様
式
記
載
要
領
及
び
第
二
十
二
号
様
式
記
載
要
領
の
改
正
規
定

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日

二

第
二
条
の
三
の
二
を
第
二
条
の
三
の
八
と
し
、
第
二
条
の
三
の
次
に
六
条
を
加
え
る
改
正
規
定

平
成
二
十
三
年
一
月

一
日第

二
条
の
三
第
二
項
の
改
正
規
定
（
同
項
第
二
号
の
改
正
規
定
を
除
く
。
）

平
成
二
十
四
年
一
月
一
日

三（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
税
法
施
行
規
則
第
五
号
の
四
様
式
は
、
平
成
二
十
三
年
度
以
後
の
年
度
分
の
個
人

の
道
府
県
民
税
及
び
市
町
村
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
平
成
二
十
二
年
度
分
ま
で
の
個
人
の
道
府
県
民
税
及
び
市
町
村
民
税

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。


